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介
護
職
員
確
保
定
着
促
進
事
業

団
塊
の
世
代
が
７
５
歳
以
上
と
な
る
２
０
２
５
年
に
は
、
現
状
の
１
．
５
倍
の
介
護
職
員
が
必
要
と
推
計
さ
れ
て
お
り
、
「
参
入
促
進
」
「
資
質
の
向
上
」
「
環

境
の
改

善
」
の
取
組
を
一
体
的
に
講
じ
、
量
と
質
の
好
循
環
を
進
め
る
こ
と
が
必
要
。

○
介
護
関
係
団
体
等
と
協
働
で
「
や
ま
な
し
介
護
の
魅
力
発
信
委
員
会
」
を
発
足
。
介
護
職
員
確
保
定
着
に
向
け
た
事
業
を
実
施
し
て
い
く
。

○
委
託
先
：
（
公
財
）
介
護
労
働
安
定
セ
ン
タ
ー
山
梨
支
部

介
護
の
魅
力
発
信
委
員
会
（
仮
称
）

（
介
護
関
係
者
１
５
名
）

職
場
環
境
改
善
部
会
（
環
境
整
備
）

○
モ
デ
ル
給
与
規
程
、
モ
デ
ル
就
業
規
則
等
の
作
成
・普
及

○
先
駆
的
に
職
場
環
境
改
善
を
実
践
す
る
施
設
を
認
定
・
啓
発

※
委
員
＋
学
識
経
験
者
＋
社
会
保
険
労
務
士
で
構
成

※
モ
デ
ル
施
設
：
Ｈ
27
最
大
12
施
設
を
選
定

ス
キ
ル
ア
ッ
プ
部
会
（
質
的
確
保
）

○
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
拠
点
施
設
の
選
定

(２
施
設
）
、
体
制
強
化
支
援

○
実
習
受
入
や
講
師
の
役
割
、
地
域
住
民
の
体
験
型
学
習
の
場
に

※
選
定
委
員
５
名
に
よ
り
構
成

※
拠
点
施
設
を
中
心
と
し
た
圏
域
の
質
の
向
上
の
取
組

山
梨
県

（
委
託
）

・
老
施
協
、
老
健
協
等
関
係
団
体
推
薦
者

・
認
知
症
介
護
研
修
等
講
師

・
介
護
関
係
職
能
団
体
推
薦
者

・
ご
く
楽
介
護
の
会
、
介
護
福
祉
士
養
成
校
等

※
介
護
労
働
安
定
セ
ン
タ
ー
：
Ｈ
４
．
４
．
１
厚
生
労
働
省
所
管
の
公
益
法
人
と
し
て
設
立
、
Ｈ
２
５
．

４
．
１
公
益
法
人
制
度
改
革
関
連
三
法
に
伴
い
「
公
益
財
団
法
人
」
に
移
行
。

介
護
労
働
者
の
福
祉
の
増
進
と
魅
力
あ
る
職
場
づ
く
り
を
め
ざ
し
て
、
雇
用
管
理
の
改
善
、
能
力

の
開
発
・
向
上
等
の
支
援
に
関
す
る
事
業
実
施
。

≪
目
指
す
べ
き
姿
≫

○
介
護
へ
の
意
欲
と
適
正
を
持
っ
た
人
材
の
安
定
的
な
入
職
（
参
入
）

○
処
遇
改
善
や
労
働
環
境
の
整
備
（
環
境
改
善
）

○
各
人
が
専
門
性
を
高
め
、
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
で
き
る
キ
ャ
リ
ア
パ
ス
の
整
備
（
資
質
向
上
）

連
携

≪
県
の
役
割
≫

○
理
解
促
進
・
イ
メ
ー
ジ
ア
ッ
プ
、
職
場
体
験
・
再
就
業
支
援
、
き
め
細
か
な
マ
ッ
チ
ン
グ

○
人
材
確
保
・
育
成
に
取
り
組
む
施
設
・
事
業
所
へ
の
認
証
・
評
価
等
、
人
材
育
成
・
定
着
の
取
組
の
促
し

○
具
体
的
手
法
等
の
普
及
支
援
（
介
護
事
業
者
の
切
磋
琢
磨
）

実
施

（
公
財
）
介
護
労
働
安
定
セ
ン
タ
ー
山
梨
支
部
※

（
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
拠
点
施
設
に
関
す
る
助
成
金
は
県
か
ら
直

接
支
給
）

・
県
内
で
介
護
の
質
の
向
上
の
取
組
を
実
践
す
る
グ
ル
ー
プ
、
認
知

症
介
護
指
導
者
等
、
若
手
リ
ー
ダ
ー
的
立
場
の
介
護
従
事
者
等
の

意
見
を
反
映

※
（
公
財
）
介
護
労
働
安
定
セ
ン
タ
ー
山
梨
支
部
に
お
い
て

も
、
介
護
職
員
の
確
保
定
着
に
繋
が
る
研
修
等
を
実
施
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介
護
の
魅
力
発
信
委
員
会
・
職
場
環
境
改
善
部
会
・
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
部
会

【
介
護
の
魅
力
発
信
委
員
会
】

（
構
成
：
若
手
リ
ー
ダ
ー
ク
ラ
ス
の
職
員
等
１
５
名
）

○
老
人
福
祉
施
設
協
議
会
、
老
人
保
健
施
設
協
議
会
か
ら
の
推
薦

○
認
知
症
介
護
研
修
等
講
師

○
介
護
関
係
職
能
団
体
か
ら
の
推
薦

○
ご
く
楽
介
護
の
会
（
介
護
技
術
向
上
を
目
的
と
し
た
自
主
的
団
体
）
、

介
護
福
祉
士
養
成
校
関
係
者
等

（
役
割
）

○
介
護
の
魅
力
の
発
信
方
法
に
つ
い
て
検
討

○
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
拠
点
施
設
の
選
定
基
準
の
提
示

○
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
部
会
（
拠
点
施
設
委
員
会
）
へ
の
助
言
等

○
職
場
環
境
改
善
部
会
に
関
す
る
事
（
兼
務
）

【
職
場
環
境
改
善
部
会
（環
境
整
備
）】

(構
成
）

・
介
護
の
魅
力
発
信
委
員
会
委
員
（
１
５
名
全
員
）

・
学
識
経
験
者
１
名
＋
社
会
保
険
労
務
士
１
名

（
役
割
）

○
モ
デ
ル
給
与
規
程
・
モ
デ
ル
就
業
規
則
等
の
作
成
・
普
及

○
キ
ャ
リ
ア
パ
ス
（
職
位
、
職
責
等
に
応
じ
た
賃
金
体
系
に
つ
い
て
明
確

な
根
拠
規
定
を
書
面
で
整
備
す
る
こ
と
）
の
導
入
促
進
に
つ
い
て

○
先
駆
的
に
職
場
環
境
改
善
を
実
践
す
る
施
設
の
認
定
・
普
及

基
準
例
：
賃
金
体
系
等
の
人
事
制
度
の
整
備
、
非
正
規
職
員
か
ら
正
規

職
員
へ
の
転
換
、
休
暇
制
度
・
労
働
時
間
等
の
改
善
、
人
材
育
成
環
境

の
整
備
、
資
格
取
得
・
能
力
向
上
の
た
め
の
措
置
、
出
産
・
子
育
て
支
援

の
強
化
、
労
働
安
全
衛
生
対
策
の
充
実
等

○
モ
デ
ル
給
与
規
程
等
や
職
場
環
境
改
善
認
定
施
設
の
効
果
的
な
Ｐ
Ｒ

方
法
の
検
討

○
国
や
地
方
公
共
団
体
等
で
実
施
し
て
い
る
助
成
制
度
等
の
紹
介

連
携

【
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
部
会
（
質
的
確
保
）】

（
構
成
）

老
人
福
祉
施
設
協
議
会
、
老
人
保
健
施
設
協
議
会
、
介
護
福
祉
士
会
、

介
護
支
援
専
門
員
協
会
、
認
知
症
の
人
と
家
族
の
会
の
各
役
員

（
役
割
）

○
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
拠
点
施
設
の
選
定

○
拠
点
施
設
に
対
す
る
助
言
等

部
会
活
動
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「愛知県介護事業所人材育成認証評価事業」について 

 

愛知県では平成２７年度から、介護サービス公表制度における調査を任意

で受審している事業所を対象に、人材育成の取組みが優良な事業所を認証す

る「愛知県介護事業所人材育成認証評価事業」を実施します。 

認証を受けた事業所に対しては、愛知県から認定証を交付し、ホームペー

ジで公表します。 
 

◎ 目的 

 人材育成や職場環境の改善等の取組みが一定レベル以上の事業所を対象 

に認定証を交付することで、事業所の意識改革を行い、事業所が従業員に対 

する研修等を積極的に行うなど、事業所の人材育成等の取組みを一層推進す 

ることを目的としています。  

また、求職者に優良な事業所の判断についての指標を与えることを目的と

しています。 
  
◎  対象事業所 

愛知県内の介護保険事業所のうち、介護サービス情報公表制度における 

調査を当該年度で、任意で受審している事業所。 
 
◎  認証基準 

別紙「認証の評価基準及び認証基準」をすべて満たした事業所を認証事業 

所とします。 
 
◎ 認証手続き（イメージ図） 

 
◎ 評価要件の事後的確認 

  認証を行った事業所に対して、評価要件が満たされているか事後的に確認 

することがあります。 

 認証を受けた事業所は、この確認調査に積極的に協力しなければなりませ 

ん。 

 確認調査に協力しないとき、もしくは調査の結果、評価要件が満たされて 

いないことが確認されたときは、認証を取り消すことがあります。 
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愛知県介護事業所人材育成認証評価事業実施要綱 
 
（目的） 
第１条 この要綱は、介護従事者に対して人材育成の取組みが一定レベル以上の事業所に対して認証

を行い、人材育成に関して見える化を行うことで、従業員の質の向上に寄与するとともに、介護従

事者の確保の推進を図ることを目的とする。 
 
（対象事業所） 
第２条 外部評価を実施する事業所は、厚生労働省が提供する「介護サービス情報公表」において、

介護サービス情報公表調査を任意で実施する事業所とする。 
 
（認証評価の申請） 
第３条 本認証を受けようとする事業所は、別に定める申請書を所定の日時までに提出するものとす

る。 
 
（評価の実施） 
第４条 認証の評価項目及び認証基準は別紙のとおりとする。 
 
（認証事業所の決定） 
第５条 認証を行う事業所の決定については、「介護サービス第三者評価推進会議」で行う。 
 
（認定証の発行） 
第６条 認証を受けた事業所に対しては、認定証を発行する。 
２ 認定証の様式については、別に定める。 
 
（認証事業所の公表） 
第７条 認証を受けた事業所については、愛知県高齢福祉課のホームページで公表する。 
 
（認証事業所への検査及び認証の取消し） 
第８条 県は、認証を行った事業所に対して、認証の要件が具備されているか等を確認するため、書

類の提出を求め、事業所の職員から状況を聴取し、又は必要な検査を行うことができる。 
２ 認証を受けた事業所は、前項の検査等が実施される場合には、積極的に協力するものとする。 
３ 県は、事業所が第１項に定める検査等に協力しないとき、又は第１項の検査等の結果、事業所が

認証の要件を欠くことを確認したときは、認証を取り消すことができる。 
 
 
 
 附 則 
この要綱は、平成２７年１０月１４日から施行する。 
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(別紙)

評価項目 認証基準（全て必須）

①新規採用者育成計画（ＯＪＴを含む）の策定
・情報公表制度における評価項目「全ての「新任」の従業者
を対象とする研修計画がある」をクリアしている

②新規採用者研修（合同、派遣含む）の実施
・情報公表制度における評価項目「全ての「新任」の従業者
を対象とする研修の実施記録がある」をクリアしている

③ＯＪＴ指導者に対する研修等の実施
・ＯＪＴ指導者又はプリセプターの設置及び全職員への公表
・ＯＪＴ指導者やプリセプターに対する研修の実施

①資質向上目標及び具体的計画の策定

②資質向上計画に係る研修の実施又は研修機会の確
保

③能力評価の実施又は資格取得のための支援の実
施
（受験対策講座の開催、受講料の負担、受験手数料の
負担など）

④人材育成を目的とした意見交換（面談）の実施

⑤給与体系又は給与表の導入及び職員への周知
・介護職員処遇改善加算のキャリアパス要件Ⅰを満たして
いる

①休暇取得・労働時間縮減のための取組の実施
（休暇の計画取得促進、リフレッシュ休暇、誕生日休暇
など）

・取組推進のための検討会議の開催
・取組の実施及び全職員への周知

②出産後復帰に関する取組の実施
（育児休業中のコミュニケーション、職場復帰プログラ
ム、施設内保育所の設置、再雇用制度など）

・取組の実施及び全職員への周知

③育児、介護を両立できる取組の実施
（柔軟な勤務制度、学校行事参加のための特別休暇
制度、女性が働きやすい取り組みなど）

・取組の実施及び全職員への周知

④健康管理に関する取組の実施
（相談体制の整備、夜勤ガイドラインなど）

・健康管理、増進に関する検討会議の開催
・取組の実施及び全職員への周知

①情報公表調査の任意の受審 ・１年以内の情報公表調査を受審し、一定レベル以上である

②地域との交流
（イベントへの地域住民の招待、実習やインターンシッ
プ受入ガイドラインの作成、ボランティアの受入など）

・情報公表制度における評価項目「地域との連携、交流等を
行っている」に関する３項目のうちいずれかをクリアしている

③関係法令の遵守
・情報公表制度における評価項目「従業者に対する倫理、
法令等の周知等」に関する２項目のいずれもクリアしている

※「２ キャリアパスと人材育成」の認証基準で、介護職員処遇改善加算Ⅰを算定されていない事業所にあっては、

　評価項目①から⑤をそれぞれ満たす必要があります。

４
　
社
会
貢
献
等

愛知県介護人材育成事業所認証評価事業

認証の評価項目及び認証基準

１
　
新
規
採
用
者

の
育
成
体
制

２
　
キ
ャ
リ
ア
パ
ス
と
人
材
育
成

３
　
職
場
環
境

・介護職員処遇改善加算のキャリアパス要件Ⅱを満たして
いる

※ 介護職員処遇改善加算Ⅰを算定している
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介護事業所人材育成認証評価事業における 

認証基準及び確認（提出）書類 

 

申請書には、事業所での実施状況がわかる書類として≪確認書類≫のいずれ

かを添付する。 
ただし、「介護サービス情報公表制度」において評価される項目については、

当該年度において、指定調査機関の調査結果を反映した結果に基づき、判断す

る。 
 

１ 新規採用者の育成体制 

① 新規採用者育成計画（ＯＪＴ＊１を含む）の策定 

１ 新規採用者の育成計画を会議にて協議し、又は承認を得たうえで策定し

ていること。 
２ 会議や回覧、掲示等の方法により、新規採用者の育成計画が全職員に周

知されていること。 
３ 新規採用職員に対して育成計画について説明がされていること。 
≪確認のみ≫ 介護サービス情報公表制度における「全ての「新任」の従業者

を対象とする研修計画がある」をクリアしていること。 
 

② 新規採用者研修（合同、派遣含む）の実施（１と２は選択制（両方でも可）） 

１ 内部研修の場合、研修要綱を作成していること 
２ 外部研修の場合、新規採用職員が研修を受講できるように配慮されてい

ること。 
（研修受講のための勤務シフトの調整、休暇の付与、費用（交通費、受講料

等）の援助がされていること） 
３ １－①により策定された計画に沿って研修が実施されていること。 
４ 出席を予定していた職員が研修を受講できなかった際のフォロー体制が

とられていること。 
≪確認のみ≫ 介護サービス情報公表制度における「全ての「新任」の従業者

を対象とする研修の実施記録がある」をクリアしていること。 
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③ ＯＪＴ指導者に対する研修等の実施（３と４は選択制（両方でも可）） 

１ 新規採用職員の指導育成する責任者又は担当者（ＯＪＴ指導者又はプリ

セプター＊２）を取り決めていること。 
≪確認書類≫ 事務分担表など、新規採用職員の指導育成の責任者等の氏名及

び役割が分かる書類 
２ ＯＪＴ指導者又はプリセプターの職氏名及び役割を全職員に周知してい

ること。 
≪確認書類≫ 会議資料もしくは周知文書、会議で口頭で伝達している場合は、

会議録 
３－１ ＯＪＴ指導者又はプリセプターに対して人材育成に関する研修を内

部で実施している場合、研修要綱を作成していること。 
≪確認書類≫ 内部研修の場合は、内部研修の研修要綱 
３－２ 研修要綱に従って研修を実施していること。 
≪確認書類≫ 研修記録、研修報告書、復命書など、研修を受講した職員名、

日時、場所及び研修の内容が確認できる書類 
４ 外部研修の場合、ＯＪＴ指導者又はプリセプターが研修を受講できるよ

うに配慮されていること。（研修受講のための勤務シフトの調整、休暇の付

与、費用（交通費、受講料等）の援助がされていることなど） 
≪確認書類≫ 休暇を付与したことが分かる書類もしくは、事業所又は法人が

費用を負担したことが分かる書類 
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２ キャリアパスと人材育成 

「２キャリアバスと人材育成」については、介護職員処遇改善加算Ⅰを算定

している事業所については、基準を満たしているものとみなす。 
《確認書類》 介護職員処遇改善加算Ⅰを算定する加算届の控え 

 
以下、介護職員処遇改善加算Ⅰの設定がないサービス種別の事業所の認証基

準及び確認書類を示す。 
 
① 資質向上目標及び具体的計画の策定 

１ 資質向上目標及び具体的計画を会議にて協議し、又は承認を得たうえで

策定していること。 
≪確認書類≫ 議事録もしくは会議資料 
２ 会議や回覧、掲示等の方法により、資質向上目標及び具体的計画が全職

員に周知されていること。 
≪確認書類≫ 会議資料もしくは周知文書、会議で口頭で伝達している場合は、

会議録 
 
② 資質向上計画に係る研修の実施又は研修機会の確保 

  （内部研修の場合は１のみ、外部研修の場合は１と２） 

１ ２－①（資質向上目標及び具体的計画の策定）により策定された計画に

基づき、研修の機会を確保していること。 
≪確認書類≫ 研修記録、研修報告書、復命書など、研修を受講した職員名、

日時、場所及び研修の内容が確認できる書類 
２ 外部研修の場合、職員が研修を受講できるように配慮されていること。 
（研修受講のための勤務シフトの調整、休暇の付与、費用（交通費、受講料

等）の援助がされていること） 
≪確認書類≫ 休暇を付与したことが分かる書類もしくは、事業所又は法人が

費用を負担したことが分かる書類 
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③ 能力評価の実施又は資格取得のための支援の実施 

「能力評価」または「資格取得のための支援」のいずれかを実施していること。 
 

（能力評価） 

１ 能力評価の実施方法について定められていること。 
≪確認書類≫ 能力評価実施手順書等、能力評価を実施する方法を定めた書類 
２ 能力評価の実施方法について会議や回覧、掲示等の方法により、全職員

に周知されていること。 
≪確認書類≫ 会議資料又は周知文書、会議で口頭で伝達している場合は、会

議録 
３ 能力評価を実施していること。 
≪確認書類≫ 能力評価実施記録等、評価を実施した職員の氏名、評価を受け

た職員の氏名、評価の内容が分かる書類 
 
 

（資格取得のための支援） 

１ 資格取得のための支援の方法が決定されていること 
≪確認書類≫ 支援の対象者、内容、方法について定められた規則等 
２ 支援の内容について会議や回覧、掲示等の方法により、全職員に周知さ

れていること。 
≪確認書類≫ 会議資料又は周知文書、会議で口頭で伝達している場合は、会

議録 
３ 支援する職員を決定していること。 
≪確認書類≫ 支援を受けた職員の名簿等、支援の内容及び支援を受けた職員

の氏名が分かる書類  
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④ 人材育成を目的とした面談の実施 

１ 面談手順（面談シート）を会議等で策定していること。 
≪確認書類≫ 会議等で面談手順等の検討を行ったことが分かる議事録又は会

議資料 
２ 面談シートを利用し、職員の職務内容について職員と面談・意見交換を

していること。 
≪確認書類≫ 面談シート、面談記録など面談を実施した職員、面談を受けた

職員、面談実施日、面談の内容が分かる書類 

３ 面談結果の記録と報告がされていること。 

≪確認書類≫ 面談を行った結果が面談実施者から上司へ報告されたことが分

かる面談結果報告書などの書類、及び面談を受けた職員へ面談結果

がフィードバックされたことが分かる書類 

 

※ 面談シートに盛り込むべき内容（全て必須というわけではない） 

〔本人記入〕  ・キャリアの志向性、希望 

        （今後経験したい仕事・伸ばしたい能力） 

        ・能力レベル（自分の強み・弱み） 

        （現在の仕事の成果、改善点） 

 〔面談者記入〕 ・組織における役割の認識 

         （本人に対して期待すること） 

         ・今後の育成計画 

         （アドバイス等） 

 

⑤ 給与体系又は給与表の導入 

１ 就業規則等で、職位、職責又は職務内容等に応じた賃金体系について、

給与体系又は給与表が定められていること。 
≪確認書類≫ 就業規則等、給与体系が分かる書類 
２ 給与体系等について会議や回覧、掲示等の方法により、全職員に周知さ

れていること。 
≪確認書類≫ 会議資料もしくは周知文書、会議で口頭で伝達している場合は、

会議録 
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３ 職場環境 

① 休暇取得・労働時間縮減のための取組の実施 

１ 休暇取得、労働時間縮減のための取組を検討、決定していること。 
（具体例：有給休暇の計画的付与、連続休暇の付与、有給休暇取得率の目標

設定と公表、リフレッシュ休暇、誕生日休暇の導入、ノー残業デイの導

入、時間単位有給休暇の導入、フレックス勤務制度の導入など） 
≪確認書類≫ 会議等で、導入をするための検討・すでに導入している場合は、

見直しのための検証を行った議事録、もしくは会議資料 
２ 会議や回覧、掲示等の方法により、全職員に周知されていること。 
≪確認書類≫ 会議資料もしくは周知文書、会議で口頭で伝達している場合は、

会議録 
３ 休暇取得、労働時間縮減のための取組について利用状況を管理している

こと。 
≪確認書類≫ 取組の利用状況が分かる書類 
 

 

② 出産後復帰に関する取組の実施 

１ 出産後復帰の制度に関する取組を検討、決定していること。 
（具体例：休業中に学習できる本等の貸し出し、復職前又は復職直後の外部

研修への派遣、体力的に負担の少ない業務への異動、労働時間の短縮、

多様な働き方の相談支援、行事やイベントへの招待、社内報送付等によ

る継続的コミュニケーション、復職前面談など） 
≪確認書類≫ 会議等で、支援内容の検討を行った議事録、もしくは会議資料

（個人により実施内容が異なる場合は、個人毎に支援の内容を決定

した会議の議事録、又は会議資料） 
２ 会議や回覧、掲示等の方法により、取組内容が全職員に周知されている

こと。 
≪確認書類≫ 会議資料又は周知文書、会議で口頭で伝達している場合は、会

議録 
３ 出産後復帰のための取組について利用状況を管理していること。 
≪確認書類≫ 取組の利用状況が分かる書類 
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③ 育児、介護を両立できる取組の実施 

１ 育児、介護を両立できる取組を検討、決定していること。 
 （具体例：育児休業、介護休業、短時間勤務制度の要件拡充、生活に合わ

せた勤務時間の調整、子の学校行事に活用できる特別休暇の設定、育児・

介護に係る費用補助、休業の一定期間有給化、育児、介護と仕事の両立

を支援するための相談窓口の設置など） 
≪確認書類≫ 会議等で、支援内容の検討を行った議事録、又は会議資料（個

人により実施内容が異なる場合は、個人毎に支援の内容を決定した

会議の議事録、又は会議資料） 
２ 会議や回覧、掲示等の方法により、取組内容が全職員に周知されている

こと。 
≪確認書類≫ 会議資料又は周知文書、会議で口頭で伝達している場合は、会

議録 
３ 育児、介護を両立できる取組について利用状況を管理していること。 
≪確認書類≫ 取組の利用状況が分かる書類 

 
 

④ 健康管理に関する取組の実施 

１ 健康管理、増進のための取組みを検討、決定していること。 

 （具体例：法を上回る健康診断等の実施、健康のため夜間勤務の回数制限・

シフト調整、インフルエンザ等予防接種の費用補助、腰痛予防に対する

取組・研修の実施、メンタルヘルスに関する取組・研修の実施、メンタ

ルヘルス・健康相談窓口の設置、スポーツクラブ等利用促進のための法

人契約、スポーツイベント主催、職員の趣味活動の支援など） 

≪確認書類≫ 会議等で、支援内容の検討を行った議事録、又は会議資料 

２ 会議や回覧、掲示等の方法により、取組内容が全職員に周知されている

こと。 

≪確認書類≫ 会議資料又は周知文書、会議で口頭で伝達している場合は、会

議録 

３ 健康管理のための取組みについて利用状況を管理していること。 

≪確認書類≫ 取組の利用状況が分かる書類 
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４ 社会貢献等 

① 情報公表調査の受審 

１ 当該年度において、厚生労働省が提供する「介護サービス情報公表制度」

における指定調査機関による情報公表調査を任意で受審し、一定レベル以上

であること。 
≪確認のみ≫ 介護サービス情報公表制度における、公表画面で、「運営状況」

のタブで表示されるレーダーチャートで、それぞれの項目（「利用

者の権利擁護」、「サービスの質の確保への取組」、「相談・苦情等へ

の対応」、「外部機関等との連携」、「事業運営・管理」、「安全・衛生

管理等」、「従業者の研修等」）で、４点以上であること、及び（又

は）各サービス毎の県平均点（前年度）以上であること。 
 
② 地域との交流 

１ 地域交流を行っていること。 
（具体例：地域の研修会に対する講師派遣を行っている、福祉サービスに 
関する相談会や家族介護教室の開催、事業所を地域コミュニティに開放、 
事業所内の行事・イベントへの地域住民の招待、小中学生の職場体験の受 
け入れ、学生のカリキュラムとしての実習の受け入れ、就業体験を目的と 
したインターンシップを受け入れなど） 
≪確認のみ≫ 介護サービス情報公表制度において、「介護予防教室、地域との

交流行事等に関する計画書、開催案内等の文書がある。」「地域の研

修会に対する講師派遣の記録がある。」、「地域の行事への参加の記

録がある。」のいずれかが「あり」となっている 
≪確認書類≫ 介護サービス情報公表制度において、本項目がないメニューの

場合は、上記いずれかが実施されていることが分かる文書（介護予

防教室の開催案内、地域の研修会への派遣講師の復命書、地域行事

への参加記録など） 
 

 

③ 関係法令の遵守 

１ 法令遵守のための措置がなされていること。 
≪確認のみ≫ 介護サービス情報公表制度において、「従業者が守るべき倫理を

明文化している。」「従業者を対象とした、倫理及び法令遵守に関す

る研修を実施している。」のどちらも「あり」になっている。 
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＊１ ＯＪＴとは 
ＯＪＴ（= on the job training）とは、職場の上司や先輩が、職務を通して、
または職務と関連させながら、部下（後輩）を指導・育成する方法のことを指

します。 
これに対して、日常業務を離れて、一定期間研修に参加させ、育成する方法

をＯＦＦ－ＪＴ（= off the job training）といいます。 
ＯＪＴのメリットとしては、①細かな内容を指導することができる点、②特

別な費用や時間がかからない点、③理解度を確認することができる点、④繰り

返し行うことができる点、があり、デメリットとしては、①指導者によって指

導内容にばらつきがある点、②その場限りの対応になりがち、といった点があ

ります。 
 
 
＊２ プリセプターとは 

プリセプターとは、看護職の分野において、新人（プリセプティー）をＯＪ

Ｔ制度において、現場で指導したり、相談に応じたりする先輩看護職員のこと

を指します。 

 

 

※ 認定証の有効期限等について 

認証は、年度毎に行いますが、有効期限は設けません。 

県のホームページへの掲載は、単年度ではなく、継続的に掲載し

ます。ただし、掲載期間については、見直しを行うことがあります。 
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魅力ある福祉・介護の職場宣言ひろしま 

制度要綱 
 

 

（目的） 

第１条  本制度は，福祉・介護人材の確保・定着を図るため，自ら就業環境の改善（人材育成やキャ 

リアパス，定着・給与改善等）に取り組み，その内容を積極的に開示する事業所を「魅力ある福祉・

介護の職場宣言ひろしま事業所」として，広島県福祉・介護人材確保等総合支援協議会（以下，「本

支援協議会」という。）が確認し，公開することにより，福祉・介護職の魅力や就業環境が整った事

業所の情報発信，事業所の円滑な求人活動の支援と就業の促進，職員の定着に役立てることを目的

とする。 

 

（定義） 

第２条 この要綱において，次の各条に掲げる用語の意義は，次のとおりとする。 

宣言事業所 県内に住所があり事業所を有する法人とする。 

 

（内容） 

第３条 魅力ある福祉・介護の職場宣言ひろしまの内容は，次のとおりとする。 

（1）「魅力ある福祉・介護の職場宣言ひろしま事業所」に対して，魅力ある福祉・介護職場宣言事業所

番号やロゴマークの付与等を行う。 

（2）本支援協議会のホームページを通じて「魅力ある福祉・介護の職場宣言ひろしま事業所」の検索

を可能とし，事業所の情報や就業環境の改善に向けた取り組みを公開する。 

（3）本支援協議会の各種事業を通じ，福祉・介護職の希望者や興味・関心がある人等に対して「魅力

ある福祉・介護の職場宣言ひろしま事業所」の情報提供を行う。 

 

（ロゴマーク） 

第４条 魅力ある福祉・介護職場宣言ひろしまのロゴマークは次のとおりとする。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【魅力ある福祉・介護の職場宣言ひろしまロゴマーク商標登録第５７６５６６９号（Ｔ５７６５６６９）】 
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（宣言対象） 

第５条 本制度の宣言対象となる事業所は，次の各号のすべてに該当するものとする。 

（1）県内に法人本部があり，法人格を有する事業所であること。但し，全国展開する事業所などで県

外に法人本部がある場合は，本支援協議会が認めた場合に限る。 

（2）本支援協議会が実施する人材確保等事業への積極的な参加や協力が可能な事業所であること。 

（3）本支援協議会の事務局である（社福）広島県社会福祉協議会が実施する「無料職業紹介事業」の

求人検索サイト（福祉のお仕事）への事業所登録ならびに求人掲載の実績がある事業所であること。 

（4）その他法令等に違反していないこと。 

 

（宣言の手続） 

第６条 前条に該当する事業所（法人本部）で，魅力ある福祉・介護の職場宣言ひろしまの申請を行

おうとする事業所（法人本部）は，本支援協議会のホームページから「魅力ある福祉・介護の職場

宣言ひろしま申請書」別紙１の内容により入力し，法人代表者印を押印した宣言書（別記様式第１

号）を本支援協議会に提出する。 

２ 「魅力ある福祉・介護の職場宣言ひろしま申請書」については，別紙２の審査項目基準により，

本支援協議会のホームページから入力するとともに，添付資料を提出しなければならない。 

３ 「魅力ある福祉・介護の職場宣言ひろしま宣言書」（別記様式第１号）の提出に当たり，提出資料

チェックリスト（別記様式第２号）により確認のうえ，宣言書に添え提出しなければならない。 

４ 申請に係る提出資料は，宣言の有無に関わらず返却はしない。 

  

（宣言事業所の決定） 

  第７条 本支援協議会は，前条第１項の規定による申請があった場合，提出資料等を確認後，本支援

協議会が依頼するコンサルタント（社会保険労務士）により，現場で確認を行い，宣言者が「魅力

ある福祉・介護の職場宣言ひろしま事業所」として適当であると認めたときは，本支援協議会によ

りその旨を文書（別記様式第３号）で決定を通知する。 

 

（宣言事項の変更） 

第８条 「魅力ある福祉・介護職場宣言事業所」は，第６条第１項の規定により申請した事項のうち変

更があった場合は，魅力ある福祉・介護の職場宣言事項変更届（別記様式第４号）及び内容が確認

できる資料を本支援協議会に提出しなければならない。 

 

（宣言の更新） 

第９条 「魅力ある福祉・介護の職場宣言ひろしま事業所」の有効期間は，本支援協議会から事業所の

法人本部に宣言を通知した月から起算して２年間とする。 

２ 前項に規定する宣言の有効期間終了後も，引き続き「魅力ある福祉・介護の職場宣言ひろしま事業

所」として宣言する事業所は，第６条の規定により再度，申請を行うこととする。 
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（宣言の取消） 

第 10条 本支援協議会は，次の各号のいずれかに該当すると認められる場合，「魅力ある福祉・介護の

職場宣言ひろしま事業所」を取り消すことができる。 

（1）宣言基準に適合しなくなった場合 

（2）事業所から，宣言辞退の申出があった場合（別記様式第５号） 

（3）事業所が正当な理由なく，有効期限の更新手続きを行わなかった場合 

（4）当該法人が解散または事業を廃止あるいは休止した場合 

（5）その他，本支援協議会が宣言を変更又は取り消す必要があると認める場合 

 

（宣言先） 

第 11条 本制度の宣言先は本支援協議会とする。 

 広島県福祉・介護人材確保等総合支援協議会 

【事務局】（社福）広島県社会福祉協議会 福祉人材課（広島県社会福祉人材育成センター） 

 〒732-0816 広島市南区比治山本町 12-2 TEL 082-254-3415 FAX 082-256-2228 

E-mail：jinzai@hiroshima-fukushi.net 

【ホームページ】「ふくし❤かいごネットひろしま」http://www.fukushikaigo.net/sengen/ 

 

（宣言基準） 

第 12条 「魅力ある福祉・介護の職場宣言ひろしま事業所」の宣言基準は，本支援協議会が別に定め

る。 

 

（施行の細目） 

第 13条 この要綱の施行について必要な事項は，本支援協議会が別に定める。 

 

附 則 

この要綱は，平成２７年７月２７日から施行する。 
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魅力ある福祉・介護の職場宣言ひろしま 審査項目基準 
  

区

分 
項 目 内容，基準，添付書類等 

基

本

項

目 

◎法人理念・運営方針 申請書に記載 

◎★職員数 

（職員の性別人数） 

申請書に記載 

・正規・非正規職員の別（正規職員のみでも可）での記載 

◎平均従事年数 

 

申請書に記載 

[計算式] 

「正規職員の直近 4,1 現在の従事年数合」 

 ／「正規職員数」とする。 

・新規の事業所の場合は開設・運営年度等を付記 

新
規
採
用
者
の
育
成
体
制 

◎新規採用者の育成 

・新規採用者育成方針・計画 

・新規採用者研修 

申請書に記載 

・新規採用者の育成方針や計画，人数等を記載 

【添付資料】新規採用者育成計画書 

◎★離職率 

・離職率（正規職員の直近 3

年（非正規職員については任意

での申告可能）） 

申請書に記載 

・直近 3年平均の離職率 

・正規・非正規の別（正規のみでも可）での記載 

[計算式] 

「①＋②＋③）／3」 

①「年間（前年度 4,1～3,31）の離職者数」／「在職者数（前年度 9,30）×100 

②「年間（前々年度 4,1～3,31）の離職者数」／「在職者数（前々年度 9,30）×

100 

③「年間（前々々年度 4,1～3,31）の離職者数」／「在職者数（前々々年度 9,30）

×100 

◎★新規入職者の採用実績及

び定着状況 

・過去 3年間の採用人数及び在

籍人数 

申請書に記載 

・過去 3年間の採用人数及び在籍人数は，年度毎の前 3年度の採用人数及びその

内の在籍人数を記載 

[例] 

H25 年度 採用 10 人，うち在籍 8人 

H24 年度 採用 7 人，うち在籍 5人 

H23 年度 採用 6 人，うち在籍 3人 

職
場
ア
ピ
ー
ル 
◎法人メッセージ 

・求める人材 

申請書に記載 

・法人側のメッセージ，代表者写真 

◎職員の意見及びエピソード 

 

申請書に記載 

・職員側のメッセージ，職員写真 

・職場の雰囲気のわかる写真添付 

キ
ャ
リ
ア
パ
ス
と
人
材
育
成 

○キャリアパス制度の導入 

・キャリアパス制度の概要 

・全職員への公表 

 

申請書に記載 

・キャリアパス制度の概要，職位，職責又は職務内容等に応じた任用要件の記入

欄を設ける 

【添付資料】キャリアパス制度の要項等で，職員へ公表しているもの 

◎人材育成研修の実施状況 

・人材育成方針 

・人材育成研修の実施状況 

申請書に記載 

・人材育成方針及び計画，研修の人数等を記載 

【添付資料】人材育成計画書 

○人材育成を目的とした面談

の実施 

・面談の実施（年 1回以上） 

申請書に記載 

・面談の実施状況等を記載 

【添付資料】評価シート又はそれに類する書類 

◎資格取得に対する支援 

・資格取得支援の概要 

・資格取得のため（又は資格取

得後）の具体的な支援内容 

申請書に記載 

・支援制度の有無，具体的な支援内容，資格取得後の優遇措置等 

【添付資料】資格取得支援の要項等 

別紙２ 
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区

分 
項 目 内容，基準，添付書類等 

職 

場 

環 

境 

○給与体系又は給与表の導入 

・給与体系，給与表 

申請書に記載 

・給与体系等の仕組みの概要 

・大卒，高卒，中途採用等の給与表への適用や昇給，昇格方法が規定されている

こと 

【添付資料】給与規則，給与表 

 

◎★採用情報 

・大卒初任給 

・賞与（前年実績）月数 

・10 年後のモデル賃金 

申請書に記載 

・大卒初任給，賞与月数，10 年後のモデル賃金について，添付の給与表等からの

説明を記入すする 

◎★休暇制度・労働時間縮減の

取組 

・年間休暇日数 

・休暇制度（任意） 

申請書に記載 

・休暇制度やリフレッシュ休暇などのアピールする制度があれば記入 

・年間休暇日数を記載 

【添付資料】規程されている休暇規程 

◎★育児休業の取得実績 

・男性：育児休業取得者数／配

偶者が出産した者総数 

・女性：育児休業取得者数／出

産した者総数 

 

申請書に記載 

・育児休業の有無と直近の休暇の取得者 

[例] 

・過去 3年間の育児（介護）休暇取得者 

男（  人），女（  人） 

【添付資料】育児・介護等休暇規則 

 

◎魅力ある職場づくりのため

の自己点検ツールの実施状況，

その他協議会事業の参加状況 

申請書に記載 

・自己点検ツール実施月及び実施予定月，取組内容等（任意条件） 

その他，協議会事業の参加実績 

 

地
域
貢
献 

◎地域貢献の取組，地域交流の

実施 

◎ボランティア・学生の受入状 

 況 

◎職場見学・職場体験の受入れ

の可否や実施状況 

申請書に記載 

・地域交流，ボランティア受け入れ，職場 

体験等の内容，実績等を記載 

・写真掲載 

・できれば独自の地域貢献等の取組の掲載 

他
認
証
等 

◎第三者評価の受審の有無 

・3年以内の評価受審 

◎くるみん，若者応援企業宣

言，仕事と家庭の両立支援取

組宣言等の他認証・宣言等の

状況 

申請書に記載 

 

 

 

条
件
・
法
令
遵
守 

○関係法令遵守 

・関係法令遵守誓約書 

○取消 

・虚偽による宣言内容等があっ

た際の取消 

【添付資料】関係法令遵守誓約書（宣言書） 

【添付資料】虚偽等がないこと及び虚偽等があった場合の取消の承諾書（宣言書） 

 

※公表項目には◎印，数値的な項目には★印を付している。 
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6
　登録完了
　宣言の実施

■広島県福祉・介護人材確保等総合支援協議会
　『ふくし かいごネットひろしま』ホームページに公開

7 　更新 ■更新（２年ごと）
　 ※必要に応じて変更届，辞退届を提出

5 　現地確認 ■コンサルタントによる現地確認（約２時間）
　※現地確認日については本会から日程調整の連絡をします

3

4 　必要書類の提出

■総合支援協議会(事務局)へ必要書類の提出（郵送等）

　必要書類
　□宣言書（代表者印）／別記様式第１号
　□提出資料チェックリスト／別記様式第２号
　□添付資料／
　　① 法人の理念や事業内容が記載されたパンフレットやリーフレット
　　②「新規採用者育成計画書」など，新規採用者の育成状況がわかるもの
　　③「キャリアパス制度の要項」など，実施しているキャリアパスの内容がわかるもの
　　④「人材育成計画書」など，人材育成にかかわる内容がわかるもの
　　⑤「評価シート」など，面談の実施ポイントや実施状況がわかるもの
　　⑥「資格取得支援の要項」など，資格取得に対する支援の内容や実施状況がわかるもの
　　⑦「給与規則」や「給与表」など，給与体系の仕組み等がわかるもの
　　⑧「休暇規定」など，休暇制度や労働時間の取り決めがわかるもの
　　⑨「育児介護休業規則」など，育児介護休暇の取り決めがわかるもの

　宣言内容(コンテンツ)の入力

■法人用管理画面（宣言内容(コンテンツ)入力専用ログイン画面）
　 http://fukushikaigo.net/admin_cp/
　
　 ※ＩＤ，パスワードによりログインして法人基本情報やコンテンツ編集等を入力してください

■ＩＤ，パスワードの取得
※ＩＤ，パスワードは本会からお送りします

2 　法人登録申請

■法人登録申請について
  広島県福祉・介護人材確保等総合支援協議会
 『ふくし かいごネットひろしま』ホームページ
        ↓
　魅力ある福祉・介護の職場宣言ひろしま
　　　　↓
 「事業所登録はこちら」からお願いします
　https://www.fukushikaigo.net/secure/application.php

魅力ある福祉・介護の職場宣言ひろしま
申請から宣言(公開)までのながれについて

1 　事前準備
■「福祉のお仕事」求人検索サイトへの事業所登録をお願いします
※登録については，「福祉のお仕事求人事業所用ページ」からお願いします
  https://www1.fukushi-work.jp/cool/kyujin/login.do?cmd=default
※すでに登録済みの法人ついては，登録不要です
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り
、
企
業
に
積
極
的
な
人
材
育
成
の
取
り
組
み
を
促
し
、
「
雇
用
の
質
の
向
上
」
を
図
る
。

県
が
認
証
す
る
こ
と
に
よ
り
、
企
業
に
積
極
的
な
人
材
育
成
の
取
り
組
み
を
促
し
、
「
雇
用
の
質
の
向
上
」
を
図
る
。

県
が
認
証
す
る
こ
と
に
よ
り
、
企
業
に
積
極
的
な
人
材
育
成
の
取
り
組
み
を
促
し
、
「
雇
用
の
質
の
向
上
」
を
図
る
。

県
が
認
証
す
る
こ
と
に
よ
り
、
企
業
に
積
極
的
な
人
材
育
成
の
取
り
組
み
を
促
し
、
「
雇
用
の
質
の
向
上
」
を
図
る
。

【 【【【
認
証
審
査
基
準
の
枠
組
み

認
証
審
査
基
準
の
枠
組
み

認
証
審
査
基
準
の
枠
組
み

認
証
審
査
基
準
の
枠
組
み
】 】】】
Ⅰ ⅠⅠⅠ
：
認
証
対
象
の
企
業
（
事
業
所
）
の
定
義
（
前
提
条
件
）

：
認
証
対
象
の
企
業
（
事
業
所
）
の
定
義
（
前
提
条
件
）

：
認
証
対
象
の
企
業
（
事
業
所
）
の
定
義
（
前
提
条
件
）

：
認
証
対
象
の
企
業
（
事
業
所
）
の
定
義
（
前
提
条
件
）
Ⅱ ⅡⅡⅡ
：
必
須
条
件
（
「
働
き
や
す
さ
」
と
し
て
の
労

：
必
須
条
件
（
「
働
き
や
す
さ
」
と
し
て
の
労

：
必
須
条
件
（
「
働
き
や
す
さ
」
と
し
て
の
労

：
必
須
条
件
（
「
働
き
や
す
さ
」
と
し
て
の
労

働
環
境
等
の
整
備
状
況
）
審
査

働
環
境
等
の
整
備
状
況
）
審
査

働
環
境
等
の
整
備
状
況
）
審
査

働
環
境
等
の
整
備
状
況
）
審
査

Ⅲ ⅢⅢⅢ
：
基
本

：
基
本

：
基
本

：
基
本
項
目

項
目
項
目

項
目
「
働
き
が
い
」
（

「
働
き
が
い
」
（

「
働
き
が
い
」
（

「
働
き
が
い
」
（
5
分
野

分
野
分
野

分
野
1
5
項
目
：
到
達
基
準
加
点
項
目
と
努
力
基
準
加
点
項
目
）
に
つ
い

項
目
：
到
達
基
準
加
点
項
目
と
努
力
基
準
加
点
項
目
）
に
つ
い

項
目
：
到
達
基
準
加
点
項
目
と
努
力
基
準
加
点
項
目
）
に
つ
い

項
目
：
到
達
基
準
加
点
項
目
と
努
力
基
準
加
点
項
目
）
に
つ
い

て
の
審
査

て
の
審
査

て
の
審
査

て
の
審
査

Ⅳ ⅣⅣⅣ
：
最
終
的
に
社
会
貢
献
度
も
加
点
項
目
と
す
る
。

：
最
終
的
に
社
会
貢
献
度
も
加
点
項
目
と
す
る
。

：
最
終
的
に
社
会
貢
献
度
も
加
点
項
目
と
す
る
。

：
最
終
的
に
社
会
貢
献
度
も
加
点
項
目
と
す
る
。

【
別
紙
1
】

【 社 会 的 貢 献 に 関 す る 加 点 評 価 】

① 育 成 前 提 の 人 材 採 用 ・ 登 用

(

い ず れ も 過 去

3
年 間 で 一 定 数 行 っ て

い る こ と

)

・ ・・・ 新 規 学 卒 の 正 規 社 員 で の 採 用 実 施

・ ・・・ 他 業 種 か ら の 未 経 験 者 や 、 他 社 の 非 正 規 雇 用 者 な ど を 育 成 前 提

で 正 規 社 員 と し て 採 用 実 施

・ ・・・ 非 正 規 か ら 正 規 社 員 へ の 登 用 実 施

② 社 会 の 人 材 育 成 へ の 貢 献

・ ・・・ 計 画 的 な イ ン タ ー ン シ ッ プ 受 入 等 キ ャ リ ア 教 育 へ の 貢 献

・ ・・・ 法 定 数 を 超 え る 障 害 者 雇 用 を 積 極 的 に 行 っ て い る 場 合

【 【【【 認 証 対 象 企 業認 証 対 象 企 業認 証 対 象 企 業認 証 対 象 企 業 （ （（（ 事 業 所事 業 所事 業 所事 業 所 ） ））） の ののの 前 提 条 件前 提 条 件前 提 条 件前 提 条 件 】 】】】

① 経 営 体 ： 原 則 と し て 県 内 に 登 記 さ れ た 法 人 を 単 位 と す る 。

な お 、 全 国 展 開 の 企 業 は 原 則 と し て 県 内 事 業 所 が 単 位 。

② 従 業 員 規 模 ： 常 時 １ ０ 名 以 上 （ 就 業 規 則 届 出 義 務 ）

③ 風 営 法 ・ 暴 力 団 関 係 ： 風 営 法 に よ り 規 制 さ れ る 業 種 や 、 暴 力 団 と

関 係 す る 組 織 で な い こ と 。

④ 活 動 実 績 ： 県 内 で の 事 業 実 績 が ３ 年 以 上 。 な お 、 そ の 間 労 働 関 係

及 び そ の 他 重 大 な 法 令 違 反 が な い こ と

⑤ 将 来 の 継 続 性 ： 事 業 運 営 見 通 し 及 び 、 経 営 者 が 今 後 も 人 材 育 成

の 積 極 的 取 組 意 志 が あ る こ と 。

Ⅱ ⅡⅡⅡ
【 【【【
必
須
条
件
：
労
働
環
境
等
（
働
き
や
す
さ
）
の
整
備
状
況

必
須
条
件
：
労
働
環
境
等
（
働
き
や
す
さ
）
の
整
備
状
況

必
須
条
件
：
労
働
環
境
等
（
働
き
や
す
さ
）
の
整
備
状
況

必
須
条
件
：
労
働
環
境
等
（
働
き
や
す
さ
）
の
整
備
状
況
】 】】】

①
若
手
人
材
の
定
着

・ ・・・
原
則
と
し
て
、
2
9
歳
以
下
の
若
手
社
員
の
離
職
率
が
、
県
内
の
新
卒
離
職
率
の
業
界
平
均

と
比
較
し
て
低
い
こ
と
。

②
労
働
条
件
と
労
働
環
境

・ ・・・
就
業
規
則
の
整
備
と
採
用
時
の
労
働
条
件
通
知
の
実
施

・ ・・・
労
働
時
間
の
把
握
や
長
時
間
労
働
へ
の
対
処
の
実
態
に
つ
い
て
、
会
社
側
の
認
識
と

社
員
側
の
認
識
に
大
き
な
ギ
ャ
ッ
プ
が
な
い
こ
と
。
長
時
間
労
働
へ
の
配
慮
と
改
善
措
置
。

・
原
則
と
し
て
、
直
近
1
年
間
、
事
業
主
都
合
に
よ
る
解
雇
ま
た
は
退
職
勧
奨
が
な
い
こ
と
。

Ⅲ ⅢⅢⅢ
【 【【【
基
本
項
目
：
「
働
き
が
い
」
（

基
本
項
目
：
「
働
き
が
い
」
（

基
本
項
目
：
「
働
き
が
い
」
（

基
本
項
目
：
「
働
き
が
い
」
（
5
分
野

分
野
分
野

分
野
1
5
項
目
の
審
査
）

項
目
の
審
査
）

項
目
の
審
査
）

項
目
の
審
査
）
】 】】】

＊
当
該
項
目
の
評
価
は
、
定
量
評
価
（
社
員
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
=
点
数
評
価
=
に
よ
る
到
達
基
準
加
点
項
目
）
と
定
性
評

価
（
社
員
及
び
経
営
者
へ
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
調
査
に
よ
る
努
力
基
準
加
点
項
目
）
を
実
施
す
る
。

分
野
1
ビ
ジ
ョ
ン
と
人
材
像
の
実
質
化

項
目
１
－
１
：
ビ
ジ
ョ
ン
と
人
材
像
の
明
確
化

項
目
１
－
２
：
人
材
像
に
基
づ
く
採
用
・
評
価
・
登
用

項
目
１
－
３
：
ビ
ジ
ョ
ン
と
人
材
像
の
浸
透
・
共
有

分
野
２
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
通
じ
た
人
材
育
成

項
目
２
－
１
：
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
通
じ
た
相
互
理
解
と
支
援

項
目
２
－
２
：
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
に
よ
る
気
づ
き
を
通
じ
た
能
力
開
発

項
目
２
－
３
：
相
互
に
学
び
支
援
し
啓
発
し
合
う
組
織

分
野
３
仕
事
を
通
じ
た
人
材
育
成

項
目
３
－
１
：
仕
事
及
び
必
要
能
力
の
体
系
化
・
可
視
化
と
自
身
の
能
力
水
準
の
把
握

項
目
３
－
２
：
仕
事
に
お
け
る
背
伸
び
を
通
じ
た
能
力
開
発
と
成
長

項
目
３
－
３
：
キ
ャ
リ
ア
ス
テ
ッ
プ
の
提
供
に
よ
る
成
長
の
継
続

分
野
４
職
場
育
成
機
能
を
補
完
す
る
人
材
育
成
投
資

項
目
４
－
１
：
充
分
な
初
任
者
導
入
教
育

項
目
４
－
２
：
職
場
で
は
得
ら
れ
な
い
特
定
ス
キ
ル
・
基
礎
理
論
や
教
養
の
獲
得
機
会

項
目
４
－
３
：
長
期
的
視
点
の
意
図
的
な
コ
ア
人
材
育
成
投
資

分
野
５
人
・
仕
事
・
キ
ャ
リ
ア
へ
の
取
組
み
姿
勢
の
形
成
支
援

項
目
５
－
１
：
個
人
に
焦
点
を
当
て
た
人
間
尊
重
の
風
土
と
人
へ
の
関
心

項
目
５
－
２
：
気
づ
き
や
腹
落
ち
を
通
し
て
の
仕
事
観
や
仕
事
へ
の
取
組
み
姿
勢
の
形
成

項
目
５
－
３
：
高
い
視
線
や
広
い
視
野
を
持
っ
た
キ
ャ
リ
ア
自
律
の
意
識
の
形
成
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企
業

企
業
企
業

企
業

審
査

審
査
審
査

審
査
委
員
会

委
員
会

委
員
会

委
員
会

委
員
4
名

・
学
識
経
験
者

・
産
業
振
興
公
社

・
社
会
保
険
労
務
士
会

・
県

労
働
局
ｵ
ﾌ
ﾞ
ｻ
ﾞ
ｰ
ﾊ
ﾞ
ー
参
加

認
定
人
材
育
成

認
定
人
材
育
成

認
定
人
材
育
成

認
定
人
材
育
成

ｺ
ﾝ
ｻ
ﾙ
ﾀ
ﾝ
ﾄ

ｺ
ﾝ
ｻ
ﾙ
ﾀ
ﾝ
ﾄ

ｺ
ﾝ
ｻ
ﾙ
ﾀ
ﾝ
ﾄ

ｺ
ﾝ
ｻ
ﾙ
ﾀ
ﾝ
ﾄ

①
申
請
提
出

②
申
請
企
業
の
ﾋ
ｱ
ﾘ
ﾝ
ｸ
ﾞ
、
従
業
員
ｱ
ﾝ
ｹ
ｰ
ﾄ
等
の
審
査
を
実
施
し
下
記
い
ず
れ
に
該
当
す
る
か
判
断

a
.認
証
水
準
を
十
分
に
達
成
→
⑧
審
査
委
員
会
に
申
請
提
出

b
.認
証
水
準
到
達
支
援
必
要
→
③
～
⑥
企
業
の
意
向
確
認
し
、
認
定
人
材
育
成
ｺ
ﾝ
ｻ
ﾙ
ﾀ
ﾝ
ﾄ
派
遣
(複
数
回

繰
り
返
す
場
合
あ
り
)

c.
大
き
く
認
証
水
準
に
達
し
な
い
→
⑬
申
請
却
下

⑬
申
請
却
下

③
派
遣
指
示
⑤
企
業
支
援

方
策
連
携

⑥
認
証
水
準
到
達
の
た
め
人
材
育

成
改
善
施
策
の
実
施
支
援

⑦
支
援
後
状
況
報
告

→
事
務
局
は
②
の
判
断

⑪
認
証
意
見
具
申

⑫
認
証
書
の
交
付

⑧
申
請
提
出
、

事
務
局
審
査
結
果
報
告

事
務
局

事
務
局

事
務
局

事
務
局

県 県県県

沖
縄
県
人
材
育
成
企
業
認
証
制
度
（
認
証
の
プ
ロ
セ
ス
）

④
支
援
計
画
提
示
、
調
整

事
務
局
：

事
務
局
：

事
務
局
：

事
務
局
：

認
証
制
度
の
周
知
広
報
、
企
業
支
援
施
策
企
画

実
施
、
認
証
申
請
受
付
、
認
証
手
続
き
の
進
捗
管

理
・
支
援
。

認
証
申
請
企
業
の
提
出
書
類
審
査
と
検
証
の
た

め
の
ﾋ
ｱ
ﾘ
ﾝ
ｸ
ﾞ
等
の
審
査
、
判
断
。

企
業
の
審
査
お
よ
び
審
査
結
果
に
基
づ
く
判
断
を

行
う
者
は
、
人
材
育
成
一
般
の
基
礎
的
知
識
に
加

え
て
認
証
制
度
の
趣
旨
理
解
、
業
界
特
性
も
認
識

し
た
者
を
充
て
る
。

認
定
人
材
育
成
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
：

認
定
人
材
育
成
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
：

認
定
人
材
育
成
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
：

認
定
人
材
育
成
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
：

企
業
の
人
材
育
成
改
善
方
策
を
企
画
実
施
し
、
認

証
水
準
到
達
を
支
援
す
る
者
。
人
材
育
成
推
進
者

養
成
講
座
修
了
者
や
そ
れ
に
匹
敵
す
る
十
分
な

人
材
育
成
の
実
績
と
経
験
を
有
す
る
者
を
、
審
査

委
員
会
で
認
定
登
録
。

審
査

審
査
審
査

審
査
委
員
会
：

委
員
会
：

委
員
会
：

委
員
会
：

認
証
申
請
書
類
や
企
業
ﾋ
ｱ
ﾘ
ﾝ
ｸ
ﾞ
等
の
審
査
結
果

を
基
に
審
議
し
、
県
に
認
証
意
見
を
具
申
す
る
。

学
識
経
験
者
、
県
産
業
振
興
公
社
、
社
会
保
険
労

務
士
会
、
県
で
構
成
す
る
。
労
働
局
は
ｵ
ﾌ
ﾞ
ｻ
ﾞ
ｰ

ﾊ
ﾞ
ｰ
参
加
。

認
証
取
得
企
業
の
メ
リ
ッ
ト
：

認
証
取
得
企
業
の
メ
リ
ッ
ト
：

認
証
取
得
企
業
の
メ
リ
ッ
ト
：

認
証
取
得
企
業
の
メ
リ
ッ
ト
：

・
人
材
育
成
に
優
れ
た
企
業
と
し
て
、
求
職
者
に

強
く
ア
ピ
ー
ル
す
る
こ
と
が
で
き
、
優
秀
な
人
材
の

確
保
が
で
き
る
(ﾊ
ﾛ
ｰ
ﾜ
ｰ
ｸ
求
人
票
に
お
け
る
認
証

企
業
で
あ
る
こ
と
の
明
示
な
ど
)。

・
県
の
各
広
報
や
認
証
制
度
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
で
認
証

取
得
企
業
と
し
て
紹
介
さ
れ
る
こ
と
に
よ
る
企
業
イ

メ
ー
ジ
ﾞ
向
上
。

・
認
証
企
業
に
限
定
し
た
合
同
企
業
説
明
会
・
面

接
会
の
実
施
な
ど
。

認
証
期
間
及
び
中
間
報
告
：

認
証
期
間
及
び
中
間
報
告
：

認
証
期
間
及
び
中
間
報
告
：

認
証
期
間
及
び
中
間
報
告
：

認
証
期
間
は
3
年
間
と
す
る
。
1
年
毎
に
中
間
報
告

の
義
務
が
あ
り
、
認
証
期
間
満
了
時
は
再
認
証

の
申
請
を
行
う
。

ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
：

ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
：

ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
：

ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
：

・
平
成
2
5
年
1
1
月
2
1
日
認
証
申
請
受
付
開
始
(ｷ
ｯ

ｸ
ｵ
ﾌ
ｼ
ﾝ
ﾎ
ﾟ
ｼ
ﾞ
ｳ
ﾑ
開
催
)

・
平
成
2
6
年
3
月
第
1
回
分
認
証

・
平
成
2
6
年
4
月
本
格
実
施

【
別
紙
2
】

認
証
申
請
企
業
の
メ
リ
ッ
ト
：

認
証
申
請
企
業
の
メ
リ
ッ
ト
：

認
証
申
請
企
業
の
メ
リ
ッ
ト
：

認
証
申
請
企
業
の
メ
リ
ッ
ト
：

・
認
証
取
得
の
過
程
に
お
い
て
、
企
業
組
織
診
断

や
人
材
育
成
コ
ン
サ
ル
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
。

労
働
局

労
働
局

労
働
局

労
働
局

関
係
行
政

関
係
行
政

関
係
行
政

関
係
行
政
機
関

機
関
機
関

機
関

⑩
上
記
に
つ
い
て
回
答

⑨
意
見
照
会

⑨
労
働
関
係
の
重
大
な
法
令

違
反
の
有
無
に
つ
い
て
照
会

⑩
上
記
に
つ
い
て
回
答
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都道府県 研修名 実施主体 定員／年 時間数 参考項

青森県 ケアワークパスポート研修 八戸市 １０人
１７コマ
（５０分/コマ）

岩手県 介護のしごと就労支援ワンポイントミニ講座 岩手県福祉人材センター 60人 2.5時間

介護職就労支援講習会
※有資格者向け（介護職未経験者含む）

宮城県社会福祉協議会（福祉人材センター） 30人／1回 ５H 41

福祉の就労支援研修（事業所見学及び体験）
※介護職未経験者向け

宮城県社会福祉協議会（福祉人材センター） 20人／1回 ５H 42

秋田県 介護従事者新規就労支援（基礎講習会） 県（委託先：県社会福祉協議会） ３０人 １０ｈ

福島県 シニア向け介護職員初任者研修 委託事業者 100名
130h
(5h×26回）

ふくし職働　暮れ六つ講座
「すぐ役立つ初任者のための介護入門　」※９回

茨城県社会福祉協議会 各１０名 ２時間

ふくし職働　おひさま講座
「すぐ役立つ初任者のための介護入門　」※６回

茨城県社会福祉協議会 各１０名 ２時間

ウエルカム講習会 群馬県地域密着型サービス連絡協議会 ８０人 ３６時間 46

介護補助員養成講習 群馬県長寿社会づくり財団 ４５人 ３８時間 48

介助スタッフ講習 同上 ６０人 ２０時間 50

正しい介護技術を身につける研修 千葉県介護福祉士会 100 ２時間

より良い介護支援の在り方を学ぶ講座 千葉県介護福祉士会 50 ４時間

福祉の仕事で働くためのシニア向けセミナー（懇談
会）

かながわ福祉人材センター 15名 2時間

中高年層の参加の多い介護職員初任者研修での
出張ガイダンス

かながわ福祉人材センター 40名 1時間

新潟県 ボランティアきっかけ作り講座 市町村社協 52

富山県 潜在的介護従事者等支援研修事業 介護労働安定センター富山支所 ６０人 ５４時間 54

長野県
長野県シニア大学講座の一部（社会参加活動の実
践）

（公財）長野県長寿社会開発センター 1,200人 40時間 55

シニア生き生きチャレンジ教室 三重県（県社会福祉協議会に委託） １５０名 13.5+職場体験

地域シニアリーダー育成研修 三重県（県社会福祉協議会に委託） 特になし 6時間以上

京都府
福祉の就職活動セミナー入門編
×　認知症サポーター養成講座

京都府 30 1時間45分 57

兵庫県 高齢者等就労支援事業（資格取得支援） 社会福祉法人等 200人／年 － 58

いきいきシニアリーダーカレッジ和歌山校 和歌山県社会福祉協議会 ７０人／年 ３６時間

いきいきシニアリーダーカレッジ田辺校 田辺市社協、田辺市、和歌山県社協 ９０人／年 ２０時間

いきいきシニアリーダーカレッジ橋本校 橋本市、橋本市社協、市老連、県社協 ４０人／年 ３６時間

岡山県 シニアワークプログラム（介護職員初任者研修） （公社）岡山県シルバー人材センター連合会 ６０人／年 １３０時間

介護入門講座 山口県社会福祉協議会　福祉研修センター 925人／35回 ２時間 70

介護技術専門講座 山口県社会福祉協議会　福祉研修センター 358人／18回 ４時間 71

巡回介護講座 山口県社会福祉協議会　福祉研修センター 298人／7回 ２時間 72

徳島県 シルバー介護担い手養成事業 (公社）徳島県シルバー人材センター連合会 ２０人 １６時間

介護予防等サービス従事者養成研修 高知県シルバー人材センター連合会 30 40

生活支援・介護予防担い手研修 高知県老人クラブ連合会（３市の支部） ２０～５０ 13

訪問型の生活支援サービス従事者養成研修事業 介護福祉士会 200人／年 46時間

生活支援ボランティア養成事業 県（委託） 400人／年 6時間程度

初めての介護職研修 佐賀県社会福祉士会 90人／年 18時間 75

介護職員初任者研修 指定法人 1335人／年 130h

介護入門教室 大分県社会福祉協議会
随時（参考：㉖
4,500人）

４時間

介護予防教室 大分県社会福祉協議会 １２０名 １６時間 81

介護技術教室 大分県社会福祉協議会 １２０名 １６時間 82

認知症介護教室 大分県社会福祉協議会 １８０名 ８時間

ふくしの職場体験 大分県社会福祉協議会（大分県福祉人材センター）
体験日数４００
日

３日程度

介護基礎技術講習会 宮崎県福祉人材センター １４０名 約５時間 83

介護未経験者就業支援事業 介護福祉士養成機関（６校） ２４０名 ３３時間 85

やさしい介護教室 鹿児島県介護実習・普及センター（県社協） 60人／年 16.5時間 87

福祉職場就職支援講座 鹿児島県福祉人材・研修センター（県社協） 50人×３回   5.5時間

宮崎県
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  眠っている資格を笑顔に変えてみませんか！ 
         介護の現場で一緒に働いてみませんか? 
 
日 時  平成 27年９月１５日（火）１０時～１６時 
        講義・実技「介護の目指すもの」・「生活支援技術の基本」  

講師: 仙台医療福祉専門学校 保育介護福祉学科 学科長 遠藤ちつる氏 

         仙台医療福祉専門学校 介護福祉学科 主任 湯村恵里子氏  
             

 

会 場 仙台医療福祉専門学校中央校舎 本館８階 実習室 
      （〒980-0021 仙台市青葉区中央４－７－２０） 

 

対 象  介護福祉士、介護職員基礎研修、ﾎｰﾑﾍﾙﾊﾟｰ１級、介護職員初任者研修、
ﾎｰﾑﾍﾙﾊﾟｰ2級の有資格者 
① 以前介護業務に就いていて、再就労を希望している方 
② 福祉職場において初めて介護職への就労を希望している方 

     
 

参加費   無 料  
 

募集人数   ３０名程度（先着順） 
       ※事前申込みが必要です。裏面の申込書を福祉人材センターまで FAX又は 
                 郵送にてお申し込み下さい。【９月８日（火）締め切り】 

  定員を超えた場合は、連絡いたします。 

 
持ち物     昼食・飲み物・上靴 
 
服 装   ※実技・演習がございますので、動きやすい服装でご参加下さい。 
        襟ぐりの大きく開いた服装や、ジーパンは避けて下さい。 

        髪の長い方は結んでいただくようになります。 
 

アクセス 

✤ＪＲ仙台駅西口より徒歩 10分 
✤地下鉄仙台駅南２出口より徒歩 10分 

 
 
 お問い合わせ 社会福祉法人宮城県社会福祉協議会 

       宮城県福祉人材センター                                           

       〒980-0014仙台市青葉区本町3-7-4（宮城県社会福祉会館1F） 

       TEL 022-262-9777   FAX 022-261-9555 

 

 

 

 

宮城県：参考資料１ 
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平成２７年度 福祉の就労支援研修 

『魅力ある福祉の世界へようこそ～無限大の可能性へ～』 
 

  

日 時  平成２７年１０月２３日（金）１０時００分～１６時００分 

対 象  福祉の仕事を希望している方・福祉に興味のある方 

場 所  名取市下余田字鹿島 86-5 
社会福祉法人みずほ 特別養護老人ホームうらやす敷地内 

※現地集合(集合時間 9:50)・現地解散 

内 容  各事業の説明・事業所見学（・特別養護老人ホームうらやす・デイサービスセンターときわ・在宅介護支援センターちとせ 

・ケアハウスうらやす・グループホームうらやす・名取東地域包括支援センター）介護体験等・講義等                    
参加費  無 料 

持ち物   昼食・飲み物・エプロン・上靴・筆記用具 

服 装  動きやすい服装でご参加下さい 

募集人数  ２０名（先着順） 

申込み  TEL または裏面の参加申込書より FAX か郵送にて宮城県福祉人材センター 

までお申し込み下さい。（１０月１６日（金）締め切り） 

※先着順となりますので定員となり次第お断りさせていただきます。 

受講が決定された方には１０月２２日まで TEL にてご連絡いたします。 
 

                                    

【アクセス】 
・JR 名取駅東口より徒歩 20 分 

・JR 名取駅より閖上線に乗車「中荷前」 

バス停下車、徒歩 2 分 

・東部道路名取 I.C より車で 5 分 

・仙台空港アクセス線 

杜せきのした駅より徒歩 15 分 

 

 

 

 

 

 

 
                            

【お問い合わせ】  

社会福祉法人宮城県社会福祉協議会 宮城県福祉人材センター 

〒980-0014 仙台市青葉区本町 3-7-4（宮城県社会福祉会館 1F）

TEL022-262-9777 FAX022-261-9555 

 

宮城県：参考資料２ 
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  FAX の際は，送信票なしでお申し込み下さい。 

          宮城県福祉人材センター あて 

           FAX ０２２－２６１－９５５５ 

                                      〆切は 10 月 16 日(金)です 

 

福祉の就労支援研修 

 

           参 加 申 込 書 

ふりがな 

 

氏 名 

  

年齢 

        

  歳 

 

男・女 

 

住 所 

 

〒 

T E L 

携 帯 

 

 

FAX  

 

研修に関しての疑問・質

問・確認事項や，講師へ

の質問事項 

 

※ご記入頂いた内容は，当研修にかかわる事項のみ使用します。 

【見学予定事業所】 

・特別養護老人ホームうらやす 

・デイサービスセンターときわ 

・在宅介護支援センターちとせ 

・ケアハウスうらやす 

・グループホームうらやす 

・名取東地域包括支援センター 

宮城県：参考資料２ 
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午前講座（10:00～12:00） 午後講座（13:00～15:00）
講座名・講師

現地研修（旧中山道めぐり）　　　　元佐久市志編纂委員　小林　　收

シニア大学祭（12日午後より準備）
11/13
（金）

家庭で実践できる省エネ
　　　　省エネアドバイザー　柿崎　　久

楽しく食べて豊かに生きる
　　佐久保健福祉事務所　健康づくり支援課
　　　　　　　　　　担当係長　赤塩真奈美

創作実技①
書道：内堀甫亜　コーラス：武井宣子・臼田隆子
詩吟：柳澤宏幸　舞踊：早川満智子　野鳥：木内　清
絵手紙：岩本　幸枝　手芸：清水ともよ

おいしい信州フード（風土）について
　　　　　　農産物マーケティング室講師

「人生90年時代」に向けて（現状と課題）
　　　　　フリージャーナリスト　内山二郎

８/７
（金）

８/21
（金）

９/11
（金）

９/18
（金）

10/９
（金）

10/23
（金）

６/１2
（金）

６/26
（金）

７/24
（金）

佐久地域の自然環境
　　　　　　佐久地方事務所環境課職員

地域福祉の現状と課題
　　　　　　恵仁会理事長　黒澤　一也

やさしいフォークダンス
　　　　日本フォークダンス連盟

                 公認指導員 小西　　　哉

地域での子育て支援
　　　　　　長野県こども・家庭課職員

18

8

9

10

11

12

13

月/日
No

（曜日）

14

3

4

6

7

10/30
（金）

12/11
（金）

１/15
（金）

２/12
（金）

「人生棚卸　～人生道路地図作成～」
（人生を振り返り自分を再認識し未来の展望を考える）

　フリージャーナリスト　内山二郎
創作実技②
書道：内堀甫亜　コーラス：武井宣子・臼田隆子
詩吟：柳澤宏幸　舞踊：早川満智子　野鳥：木内　清
絵手紙：岩本　幸枝　手芸：清水ともよ

創作実技③
書道：内堀甫亜　コーラス：武井宣子・臼田隆子
詩吟：柳澤宏幸　舞踊：早川満智子　野鳥：木内　清
絵手紙：岩本　幸枝　手芸：清水ともよ

認知症と向き合う
　　佐久保健福祉事務所長　小林　良清

フィールドワークの概略を立てよう！！
　　　　　　　フリージャーナリスト　内山二郎

※正副班長会議（15:10～16:00）

15

16

17

　　平成27年度　　      1学年　年間学習計画　　　                長野県シニア大学佐久学部

2
６/５
（金）

※正副班長選出（昼休み）　　　※自治会役員選出（15:10～16:10）:正副班長参加

合庁
講堂

佐久
創造
館

佐久
創造
館

合庁
講堂

合庁
講堂

合庁
講堂

佐久
創造
館

合庁
講堂

寝たきり・認知の予防リハビリ
佐久平総合リハビリセンター　中村　　崇

郷土の歴史と文化（碓氷峠の歴史）
　　元佐久市志編纂委員　小林　　收

新聞製作現場から見える日本の現状
信濃毎日新聞　読者センター室長　吉沢　秀樹

フィールドワークの計画を立てよう！！
　　　フリージャーナリスト　内山二郎

5

講座名・講師
会場

1
5/15
（金）

入学式
私の夢（目標設定）

オリエンテーション
アイスブレイク・交流・班ごとの写真撮影

合庁
講堂

合庁
講堂

２/16
（火） 平成27年度　卒業式（代表者：送辞）

合庁
講堂

　　　　フィールドワーク月間（10月～12月）
　　　　　　　佐久地域の課題を発見しよう！！　～　地域の様々な場所を訪問し課題を発見する　～
　　　　　　　         各班で実施し、1月15日の講座前までにまとめられるように準備しておく。

７/10
（金）

佐久
創造
館

佐久
創造
館

合庁
講堂

合庁
講堂

合庁
講堂

合庁
講堂

現地

創作実技⑥
書道：内堀甫亜　コーラス：武井宣子・臼田隆子
詩吟：柳澤宏幸　舞踊：早川満智子　野鳥：木内　清
絵手紙：岩本　幸枝　手芸：清水ともよ

県政の動きと佐久地域の課題
　　　　　　佐久地方事務所長　清水　　深

フィールドワークの発表
　　フリージャーナリスト　内山　二郎

星を見よう！！（冬の星座）
　　　　　　　臼田スタードーム職員

佐久地域の教育の現状と課題
　　　　東信教育事務所　佐々木　哲也

創作実技⑤
書道：内堀甫亜　コーラス：武井宣子・臼田隆子
詩吟：柳澤宏幸　舞踊：早川満智子　野鳥：木内　清
絵手紙：岩本　幸枝　手芸：清水ともよ

障がいを理解する
信州あいサポート運動、重複障がい支援（リンゴの会）

フィールドワークのまとめ
　　　　フリージャーナリスト　内山　二郎

折り紙の魅力
長野県工科短期大学校　准教授　山下　泰樹

創作実技④
書道：内堀甫亜　コーラス：武井宣子・臼田隆子
詩吟：柳澤宏幸　舞踊：早川満智子　野鳥：木内　清
絵手紙：岩本　幸枝　手芸：清水ともよ
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※卒業式のリハーサル（15:10～16:10）

18
２/16
（火）

平成27年度　卒業式
合庁
講堂

16
12/15
（火）

みんなで進める地域づくり⑤
　　　　　（活動のまとめ・報告会）
　　　　　　　　松本大学　福島　明美講師

みんなで進める地域づくり⑥
　（報告会・卒業後の展望・組織づくり）
　　　　　　松本大学　福島　明美講師

合庁
講堂

17
１/26
（火）

家族・地域との関わり
「しあわせの種をまく」～たくさんのありがとうで～

　　　　　　元野沢中学校長　山下　力生

賛助会員へのお誘い
　　　（新グループ立ち上げについて）
　　　　　　事務局・佐久地区賛助会

合庁
講堂

12/1
（火）

暮らしの法律（老後の安心講座）
　　日本成年後見法学会　常任理事　金川　洋

地域実践活動のまとめ
　　　　　　　　　　　自治会・事務局

合庁
講堂

12
10/27
（火）

現地研修（北信濃美術館・県立歴史館巡り）

11/10
（火）

創作実技⑤
コーラス：武井宣子・相沢美名子
詩吟：柳澤宏幸　舞踊：鬼久保昌子　古文書：春原邦江
絵手紙：岩本　幸枝　手芸：清水ともよ

創作実技⑥
コーラス：武井宣子・相沢美名子
詩吟：柳澤宏幸 舞踊：鬼久保昌子 古文書：春原邦江
絵手紙：岩本　幸枝　手芸：清水ともよ

佐久
創造
館13

10/20 書道：内堀甫亜 書道：内堀甫亜 合庁

14
11/13
（火）

シニア大学祭（12日午後準備）
佐久
創造
館

15

        フィールドワーク月間（10月～12月）
　　　　　　　　　　        みんなで進める地域づくり活動の実践
　　　　　　　　　　　　　　　　   （12/15の活動のまとめとなる資料の準備を事前にしておく）

11
10/13
（火）

創作実技④
書道：内堀甫亜　コーラス：武井宣子・相沢美名子
詩吟：柳澤宏幸　舞踊：鬼久保昌子　古文書：春原邦江
絵手紙：岩本　幸枝　手芸：清水ともよ

郷土の歴史と文化（秋季企画展）
　　　　　　　　　 長野県立歴史館

合庁
講堂

9
９/15
（火）

創作実技③
書道：内堀甫亜　コーラス：武井宣子・相沢美名子
詩吟：柳澤宏幸　舞踊：鬼久保昌子　古文書：春原邦江
絵手紙：岩本　幸枝　手芸：清水ともよ

地域・街づくり支援
　　　　信州大学繊維学部　岡田　基幸

合庁
講堂

10
９/29
（火）

みんなで進める地域づくり③
　　　　　（各グループの発表）
　　　　　　　　　松本大学　福島　明美講師

みんなで進める地域づくり④
　　　（ＰＤＣＡを回す、再計画）
　　　　　　　松本大学　福島　明美講師

合庁
講堂

7
８/11
（火）

創作実技②
書道：内堀甫亜　コーラス：武井宣子・相沢美名子
詩吟：柳澤宏幸　舞踊：鬼久保昌子　古文書：春原邦江
絵手紙：岩本　幸枝　手芸：清水ともよ

「おいしい信州フード（風土）」について
　　　　　　　　　　　　長野県出前講座

佐久
創造
館

8
８/25
（火）

みんなで進める地域づくり
　　（実施計画の再検討と下準備）事務局

プレフィールドワーク
　　みんなで進める地域づくり活動の実践
　　　　（活動の喜びと達成感の共有）

合庁
講堂

5
７/14
（火）

地域と共にある学校づくり
　長野県政出前講座、神科小学校ボランティア

地域に事業者として参加しよう！！
　(公財）長野県中小企業振興センター

合庁
講堂

6
７/28
（火）

みんなで進める地域づくり①（課題発見）
　　　　　　松本大学　福島　明美講師

みんなで進める地域づくり②
　　　（テーマ設定・計画づくり）
　　　　　松本大学　福島　明美講師

合庁
講堂

3
６/２
（火）

郷土の自然（佐久の野鳥）
　　　　日本鳥学会会員　木内　　清

”2025年問題”に備えて
～人生の最終段階をみんなで支えるために～
　長野県佐久保健福祉事務所長　小林　良清

合庁
講堂

4
６/16
（火）

創作実技①
書道：内堀甫亜　コーラス：武井宣子・相沢美名子
詩吟：柳澤宏幸　舞踊：鬼久保昌子　古文書：春原邦江
絵手紙：岩本　幸枝　手芸：清水ともよ

ポールを使ってウォーキング
ノルデックながの常務理事　宮本　憲一

佐久
創造
館

1
5/15
（金）

平成27年度　入学式（代表:歓迎のことば）
合庁
講堂

2
5/19
（火）

始業式
社会参加活動って?（ワールドカフェ形式）

新聞の読み方
～新聞を通じて課題を発見～
　信濃毎日新聞読者センター室長　吉沢 秀樹

合庁
講堂

平成27年度　　　　２学年　年間学習計画  　　　　　　　　　長野県シニア大学佐久学部

No
月/日 午前講座（10:00～12:00） 午後講座（13:00～15:00）

会場
（曜日） 講座名・講師 講座名・講師
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５５５５    会場・学科・講座日等会場・学科・講座日等会場・学科・講座日等会場・学科・講座日等    

（１）開講期間：平成２７年５月～平成２８年２月 

（２）開講時間：午後１時３０分から２時間程度 

    

会場・講座回数・受講料 学科（コース）・定員・開講日 お申し込み・お問合せ先 

【和歌山校】 

和歌山ビッグ愛 

６Ｆ６０３会議室他 

月２回、年間１８回（８月、

１月のみ月１回） 

年間２，０００円 

・シニアの住みよいまちづくり実

践学科 

・定員 ７０名 

・第２・４水曜日 

県社会福祉協議会 地域福祉部 

〒640-8545 和歌山市手平2-1-2 

 和歌山ビッグ愛7F 

電 話 ０７３－４３５－５２１４ 
ＦＡＸ ０７３－４３５－５２２１ 

【田辺校】 

中辺路保健福祉センター 
（①コース） 

よりみちサロンいおり

（➁コース） 

田辺市民総合センター

（③コース） 

各コース月１回、 

年間１０回 

各コース年間１，０００

円 

・シニアの住みよいまちづくり実

践学科 

① ささえあいコースＡ（新地域支

援事業に向けて） 

・定員２０名・第３火曜日 

② ささえあいコースＢ（新地域支

援事業に向けて） 

・定員２０名・第２火曜日 

③ おもてなしコース（国体から始

めるボランティア） 

・定員５０名・第３木曜日 

田辺市社会福祉協議会 地域福祉

課 

〒646-0028 田辺市高雄一丁目23

番1号 田辺市民総合センター内 

電 話 ０７３９－２４－８３２９ 
ＦＡＸ ０７３９－２６－２９２８ 

 

【橋本校】 

橋本市保健福祉センター 

３階多目的ホール 

月２回、年間１８回（８月、

９月のみ月１回） 

年間２，０００円 

・みんなで支えるまちづくり学科 

・定員 ４０名 

・第２・４火曜日 

【橋本市にお住まいの方】 

橋本市健康福祉部 いきいき長寿課  

〒648-8585 橋本市東家1-1-1 

電 話 ０７３６－３３－１１１１ 

ＦＡＸ ０７３６－３４－１６５２ 

 

【橋本市以外にお住まいの方】 

伊都振興局健康福祉部 保健福祉課 

〒649-7203 橋本市高野口町名古

曽927 

電 話 ０７３６－４２－５４４０ 

ＦＡＸ ０７３６－４２－０８８６ 

 

※講座内容等は都合により変更する場合があります。 

※講座内容により別途教材費等を徴収する場合があります。 ご了承ください。 
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県民・住民対象研修 

介護入門講座 

目 的 

介護に関する基本的な知識や技術などについて、講義や実技や体

験を通して、わかりやすく学んでいただけるよう、対象者の要望

に合わせて実施し、介護意識の醸成をはかることを目的とする。 

開催日

時 

毎年４月より開催 

午前９時３０分から午後４時までの希望時間 

場 所 

〒７５４－０８９３ 

山口市秋穂二島１０６２ 山口県セミナーパーク 

社会福祉研修棟内 介護実習室等 

対 象 者 概ね１０人以上の団体やグループ 

受 講 料 無 料 

申込方法 

申込みについては、随時受け付けています。 

御希望の方は、あらかじめ当センターにお電話ください。 

対象者の要望日程等は申込みにより調整させて頂きます。 

 

内 容 対象者の要望  

 

山口県：参考資料１ 
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介護技術専門講座 

目  的 

介護に関する正しい知識や介護技術を学んでいただくことで介護

に関する理解を深め、住み慣れた所で安心して暮らせるような支

援ができ、地域での介護力を高めることを目的とする。 

開催日時 ２７年度日程表 

場  所 

〒７５４－０８９３ 

山口市秋穂二島１０６２ 山口県セミナーパーク 

社会福祉研修棟内 介護実習室等 

対 象 者 県民の方ならどなたでも 

受 講 料 無 料 

定  員 各回４０名 

申込方法 

参加については、随時受け付けています。１日単位での参加も可

能です 

御希望の方は、各開講日の２日前までにお電話ください。 

※ 定員を超えた場合はお断りすることがあります 

 

内  容 

介護に役立つ内容のカリキュラム 

（ 講師・会場の都合等により予定が変更となる場合もあります。） 

 

山口県：参考資料１ 
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巡回介護講座 

目  的 

介護に関する正しい知識や介護技術を学んでいただくことで介護

に関する理解を深め、住み慣れた所で安心して暮らせるような支

援ができ、地域での介護力を高めることを目的とする。 

場  所 御希望の会場に出向きます。 

対 象 者 当センターへ来所が困難な地域等の県民（団体） 

受 講 料 無 料 

申込方法 

参加については、随時受け付けています。内容や時間などについ

ては要望に応じますので、ご相談ください。 

 

参考資料１：山口県 
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   県民の皆様に介護に関する正しい知識や技術を学んでいただく

   とともに､福祉用具･住宅改修に関する相談などを行っています。

　１、介護に関する講座のご案内

現在介護をしている方、介護に関心のある方、自分

自身のために学びたい方など､いろいろな方に学ん

でいただけるよう講座を準備しています。

個人でもグループでも受講できます。

御希望の方は当センターにお問い合わせください。

【介護技術専門】

　 毎月、曜日とテーマを定めて実施しています。

　 個人で申し込み、当センターで受講できます。

【介護入門講座】

　 グループや団体で申込みをしていただきます。

　 当センターまでお越しいただき､要望に添った
　 内容が受講できます。

【巡回講座】

　グループや団体で申込みをしていただきます。

　地域団体等の要望に応じ、専門講師や職員が出向き、
　地域交流センターなどで開催させていただきます。

　２、介護機器や住宅改修の相談のご案内

多様な介護機器の選び方や使い方、その人にあった住宅改修に

関する相談に応対します。

　　お問い合せ・お申し込み先

　　  〒754-0893 山口市秋穂二島１０６２ 山口県セミナーパーク

　　 　　　　  山口県社会福祉協議会 福祉研修センター

　　　 　　　　　電話番号：０８３－９８７－０１２３

　※　随時、受け付けをしています。

　山口県介護実習
　普及センターからの
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大分県社会福祉介護研修センター 

平成 27 年度 介護技術教室 

 
  

 

 

 

 
自立の気持ちを大切に、楽しく、楽に行える介護技術を学びます。 

介護技術を学びたい方なら、どなたでも受講できます。 

○毎週第１～第４金曜日   

日程 午前（ １ ０ ：０ ０  ～ １ ２ ：０ ０ ） 午後（ １ ３ ：０ ０  ～ １ ５ ：０ ０ ） 

１/８

（金） 

実習 高齢者疑似体験 

～あなたの身体はどう変わる？ ～ 

講義と実習 

  身体の動かし方 

1/15

（金） 

実習と見学 

見て！ 触って！ 使って福祉用具 

講義と実習 

  過ごしやすい環境と衣服の着脱 

1/22

（金） 

実習 

   高齢者の栄養と食事の介助（手洗い） 

講義と実習 

  清潔の介護① 

   （入浴と身体の拭き方） 

1/29

（金） 

講義と実習 

  とっさの手当 

講義と実習   

  排泄の仕組みとトイレ介助の方法 

 

 

 

 

     

 

 

 

【

【申込み・お問い合わせ】 
大分県社会福祉介護研修センター  （ 大分市明野東３－４－１ ） 

電話 ０９７－５５２－６８８８ ／ ＦＡＸ ０９７－５５２－６８６８ 
＊ 電話またはFAX でお申し込みください。受講決定のお知らせはお出ししません。 

FAX でお申し込みの場合に、受講できない時は、こちらからご連絡いたします。 

＊ 定員になり次第、締め切らせていただきます。 

                                       きりとり 線 

【介護技術教室 １月 申込み】 

氏 名（ふりがな） 連絡先（電話番号） 

○定員：３０名 

・ 資料代として、初回に５００円が必要です。 

（※１週目の高齢者疑似体験は、別途、実費２００円が必要です。） 

・ 実習がありますので動きやすい服装でお越しください。 

・ 介護予防教室と介護技術教室をすべて修了された方には修了証を差し上

げます。       

・ 当日受付の際に、お弁当（お茶つき 500 円）の取次ぎもしています。 
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県では、介護人材の確保に取り組んでいます。 
その一環として、介護分野での就職を選択肢とされているものの介護が未経験の方や、介護に関

心をお持ちの方を対象に、介護に係る基礎的な知識、技能の習得から現場での実習までを内容とす

る講座を県内各地で実施することになりました。 
本講座は資格取得ができるものではありませんが、介護について必要な最低限の知識が得られる

内容となっていますので、この機会にぜひご応募ください。 
 
１ 対象者    
介護の分野での就職を考えている未経験者の方、身近な方の介護をしている方など（年齢不問） 

 
２ 受講料 無料 
  ※ 受講者は、本講座の修了後に県と福祉人材センター（宮崎県社会福祉協議会）が行う受講

修了者の就業状況等の確認について了解していただくものとします。 
   
３ 講座内容  
下記内容を標準として、５．５日間開催されます。実習については、インフルエンザ予防接種

を受けるなど体調管理を十分に行った上で受講してください。 
 
日程 内    容 

1 日目 
① 介護人材の必要性

と雇用について                

② 身体の動かし方   

（ボディメカニクス）                             

③ ベッドメーキング 

 （ベッドの作り方）                 

④ 移動の介助 

                           

2 日目 
⑤ 移動の介助 

 

⑥ 移動の介助 

 

⑦ 着脱の介助 

 

⑧ 着脱の介助 

 

3 日目 
⑨ 食事の介助 

 

⑩ 食事の介助 

 

⑪ 排泄の介助 

 

⑫ 排泄の介助 

 

4 日目 
⑬ 清潔の介助 

   

⑭ 清潔の介助 

 

⑮ 清潔の介助 

 

⑯ レクリエーション

の実際 

5 日目 現場実習（8:30 ～17:00） ： 施設の概要を知る、コミュニケーション、介助見学 

6 日目 
⑰ 実習のふりかえり  

 

⑱ 就労等ガイダンス 

   修了証授与、他 
  ※清潔の介助 ： 手浴、足浴、入浴 

 
 １コマ ９０分 

 休憩  １０分 

 昼休み ４０分 

 
 

 
 
 
 ● 本講座の最新情報は、宮崎県庁ホームページで掲載しています。↓  
トップ > 健康・福祉 > 高齢者・介護 > 居宅介護 > 「介護未経験者向けの講座を開催します」 

介護未経験者向け・無料講座を開催します！ 

介護はコツが分かると介

護する人もされる人もず

いぶんと楽にできます。 

本講座の最終日には介護分野の仕事の探し方

や求職登録についての案内もあります。 

 宮崎県：参考資料２  
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この事業全体へのお問い合せはこちら→ 宮崎県長寿介護課 ☎０９８５－２６－７０５８ 

４ 会場・日時・定員  
県が委託する下記の介護福祉士養成校において実施します。（詳細は順次掲載していきます。） 
日時は変更される場合がありますので、応募の際は各校に必ず確認してください。 

 

【宮崎会場】

所在地： 宮崎市田野町甲1556-1
電話番号： ０９８５－８６－２２７１

第1回目 平成27年12月7日（月曜日）から平成27年12月12日（土曜日）
第2回目 平成28年2月29日（月曜日）から平成28年3月5日（土曜日）
定員 各20名

所在地： 宮崎市清武町加納丙1415
電話番号： ０９８５－８５－０１４６

第1回目 平成28年2月22日（月曜日）から平成28年2月27日（土曜日）
第2回目 平成28年3月7日（月曜日）から平成28年3月12日（土曜日）
定員 各20名

所在地： 宮崎市清武町木原5706
電話番号： ０９８５－８５－８５５１

第1回目 平成28年2月1日（月曜日）から平成28年2月9日（火曜日）のうちの5.5日間
第2回目 平成28年3月9日（水曜日）から平成28年3月16日（水曜日）のうちの5.5日間
定員 各20名

【都城会場】

所在地： 都城市吉尾町77-8
電話番号： ０９８６－３８－４８１１

第1回目 平成28年1月9日（土曜日）から平成28年1月19日（火曜日）のうちの5.5日間
第2回目 平成28年2月6日（土曜日）から平成28年2月16日（火曜日）のうちの5.5日間
定員 各20名

【延岡会場】

所在地： 延岡市吉野町1714-1
電話番号： ０９８２－２３－５５５５

第１回のみ 平成28年2月8日（月曜日）から平成28年2月19日（金曜日）のうち5.5日間
定員 40名

【日南会場】

所在地： 日南市木山2丁目4−50
電話番号： ０９８７－２１－１５１０

第1回目 平成28年2月22日（金曜日）から平成28年2月29日（月曜日）
第2回目 平成28年3月22日（火曜日）から平成28年3月28日（月曜日）
定員 各20名

●　宮崎福祉医療カレッジ

●　宮崎保健福祉専門学校

●　宮崎医療管理専門学校

●　宮崎学園短期大学

●　都城コアカレッジ

●　九州保健福祉大学

 宮崎県：参考資料２  
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若者の参入促進 
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若者の参入促進のため特に工夫している点

都道府県 工夫している点

青森県

○進路指導担当者向けの意見交換会では、高校ＯＢ・ＯＧによるプレゼン、事業所によるプレゼンなど、現場の生の声を聞
いていただくようにしている。

岩手県

目を引き、親しみやすい内容となるよう、県内在住の漫画家を起用してマンガによる表現を取り入れた番組としている。
（岩手朝日テレビ　番組ＨＰ：http://www.iat.co.jp/blog/kaigo/）

宮城県

パンフレットと同時に，映像ツール版を作成し，介護施設のＨＰや動画サイトなどで視聴可能とすることで，幅広い世代に介
護の魅力をアピールすることを目的としている。

秋田県

Ｈ２８年度事業として、高校生等を対象とする介護の職場体験の実施を予定しており、前年度からの介護イメージアップ小
冊子の配布により県内高校との連携を深め、職場体験の参加者の確保につなげる。

茨城県

・児童生徒が親しみやすい介護施設の若手職員（OB・OG）が学校を訪問し，福祉介護の仕事のやりがいや魅力について
説明してもらう。
・福祉の仕事が様々な分野に広がりを見せていることを説明。その中でセラピーロボット「パロ」についての話をし、併せて
実物を示し、触れてもらう体験を取り入れている。

栃木県

・介護の仕事をわかりやすく紹介するマンガを作成している。
・前もって講座前にマンガを配布し、講座の中でマンガの感想を聞いている。
・出前講座の実施校で卒業生が介護職に就いている場合は、卒業生に講師を依頼している。

群馬県
小学生・中学生向けの介護職ＰＲパンフレットについては、親しみやすさを重視。

埼玉県

県内の介護事業所に勤務する若手介護職員を「介護の魅力ＰＲ隊」隊員に知事が任命し、若手介護職員が直接、仕事の
魅力を積極的に発信することにより介護職のイメージアップを図っている。

千葉県
介護福祉士養成施設が中心となって高齢者疑似体験等を実施している。

東京都

＜ＤＶＤの配布＞
①保護者・教職員の理解促進のため、独自調査を用いた給与の実態の説明や、働きやすい職場環境の紹介等を行うこと
で、マイナスイメージの払しょくを図る
②授業で活用してもらえるよう都内全中学・高等学校に配布する予定
＜職場体験事業、介護職員初任者研修資格取得支援事業＞
土日や夏休み等、学生が事業を利用しやすい日程で各事業を実施

神奈川県

ガイダンス等は、キャリア支援専門員による対象者の年齢等に応じた福祉の仕事の説明と、介護施設等の協力を得て、対
象者の年齢に近い若手職員からの経験談等を組み合わせて実施している。
ガイダンス、啓発冊子やリーフレット等を含め、福祉・介護の仕事について、現場の職員が感じている仕事のやりがいや仕
事に対する誇りという部分を、生の声で伝えてもらうよう工夫している。

新潟県

＜出前授業について＞
車イス乗車体験や杖を使った歩行体験をしてもらう
＜広報活動について＞
介護の仕事のやりがいや魅力、将来性など介護職の理解を深めてもらうことを目的に３分程度の動画を作成

石川県
高校生等により効果的に伝わるように、講話経験の豊富な職員を選定し、プレゼンテーション研修を実施した上で、派遣を
実施

福井県

高校生職場体験では、半日体験コースと一日体験コースの二つのコースを設けて、ちょっと体験したい人とじっくり体験した
い人、双方のニーズを満たせるようにしている。
教育実習のカリキュラムで介護実習が必修となっているが、実習に行く学生に対して介護の仕事の説明を行うことでその重
要性や魅力を理解してもらい、将来進路指導をする時のために、介護職への良いイメージを持ってもらうようにしている。ま
た、実習生を受け入れる施設に、介護の仕事の魅力が伝わるような実習をしてもらうよう依頼している。

山梨県

福祉の仕事については、きつい仕事、資格がなければ就けない仕事といったイメージがあることから、県内高校の進路指
導担当教員に対し、実際の現場職員等に講義を行ってもらい、イメージアップを図るセミナーを開催している。
　本年度は、県内各高校の進路指導担当者に直接電話連絡を行った結果、昨年度の３倍近い参加者を得ることができたこ
とから、今後、高校生に対するイメージアップ事業について担当教員に直接働きかけ、事業展開を図っていきたい。
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若者の参入促進のため特に工夫している点

都道府県 工夫している点

長野県

◆訪問講座の講師の選定については、受講する生徒が5年後・10年後の自分を想像し重ねられるよう、介護職の若手職員
を中心に選定。
◆私たちにとっては「人材確保」だが、受講する生徒にとっては職業選択と言う人生の大きな選択である。あくまでも「進路
選択の幅を広げてもらう」という観点が抜け落ちる事のないよう心がけている。
◆広く一般県民へ介護の理解促進を図るため、介護の日における地元新聞紙全面広告及び年３回の月刊情報誌への広
告掲載を実施。

岐阜県

・夏休みのちょっとしたイベントととして親子で参加しやすいため、夏休みにバスツアー方式で職場体験を行っている。
・進路担当の先生に制度を一番認識してもらいやすい時期とのことから、教育委員会主催の進路指導主事担当者会議の
際に修学資金貸付事業の案内を行っている。
・普段より多くの方に介護の仕事への理解を深めるきっかけとしてもらえるよう、「介護の日」ＰＲ週間に「ふくしのお仕事体
験フェスタ」を開催している。

静岡県

＊「介護の未来ナビゲーター」として、県知事が委嘱。
・上表の各対象をはじめ広く県民に介護の仕事の魅力を情報発信するイベント「ふじのくにケアフェスタ」を例年９月に開催。
　（介護技術コンテスト、介護ロボットや福祉用具の展示、介護施設、職能団体、福祉系大学等のブース出展ほか）
・ 県教育委員会・県私学協会と連携して学校に出前授業の周知を行い、キャリア教育（授業）における活用を依頼。

三重県

市町社会福祉協議会や教育委員会へも訪問し、セミナー活用の案内をしている。
これまで開催したセミナーの内容を説明し、具体的な活用方法が描けるようにしている。
職場体験事業の活用も案内している。

滋賀県

県内全公立中学で実施している５日間の職場体験「中学生チャレンジウィーク」において、介護事業所における実習を推進
するため、教育委員会の担当者会議において実習受入れ施設の連絡先を提供。

京都府
・きょうと介護・福祉ジョブネット（プラットフォーム）のプロジェクトチームでの検討結果をもとに、委託事業等を企画実施して
いる。

大阪府

・ 小学生・中学生が親しみやすいよう、福祉関連の企業（工場）見学をスケジュールに組込むことで、楽しく学べるよう企画
・進路指導担当者の理解促進のため、大手求人サイトとコラボし、他産業との比較などエビデンスベースの広報を実施

兵庫県

県社会福祉協議会、県老人福祉事業協会、県介護老人保健施設協会に委託し、現場のニーズに即した事業を展開。
小・中学生に親しみを持ってもらうため、若手介護職員が総合学習の時間等にＤＶＤ等を活用した説明を行う。
現場を理解してもらうため、就職説明会参加者を優先的に施設見学ツアーに招待。
広く介護職員のイメージアップを図るため、ソーシャルメディアを中心とした情報発信・就職情報を提供。

奈良県

福祉の仕事を少しでも身近に感じてもらうため、中学校・高等学校でのセミナーの説明者は、学校の近隣施設の若手職員
を中心に人選を行っている。

和歌山県

　介護の仕事についてのイメージアップを図るため、高校生、その保護者及び教師が介護の仕事についてどのようなイメー
ジを抱いているか等についてアンケート調査を行い、学生向けのイメージアップ冊子を作成中である。

鳥取県
県教育委員会や私学担当課と連携し、事業を周知している。

島根県

対象となる生徒、学生に近い年齢の介護福祉士養成校の学生（中・高校の生徒に向けて）、若手介護職員（介護福祉士養
成の学生に向けて）が階層的に介護の魅力を伝えることにより、就職、進路選択時に介護を選択されるような取り組みを
行っている。
介護福祉士養成校の行う介護の魅力発信事業は、各校の自主性、地域性を尊重し自由な発想で行ってもらっている。（例：
ショッピングモールでの開催、地域の祭りでの開催など）

岡山県

介護福祉士の若手職員とベテラン職員とのペアで学校を訪問。若手が仕事のやりがいについて語り、ベテランが嚥下対策
のとろみ剤の実験を行い、介護の仕事の個々の高齢者に応じた細やかな対応について説明している。

広島県

・広島県福祉・介護人材確保等総合支援協議会（Ｈ24設置）をプラットホームとし，協議会の組織である3部会のひとつの
「情報提供・啓発部会」を中心に理解促進に係る取組を図っている。また，これらの取組を地域組織（協議会市町版）と連携
を図り，地域からの取組みを併せて展開を図る。（地域組織（協議会市町版）：Ｈ27：3市町地域，Ｈ28：5市町地域）

徳島県

・福祉就職ガイダンス及びフェアに関して、事業所の参加のもと、「就職ガイダンス報告検討会」を開催し、改善・進化できる
よう「オール徳島」による福祉人材確保の取組として研究を進めている。
・若者向け交流イベントについては、発信力のあるイベントを実施するため、プロポーザルにて企画提案を募集。

香川県

ＤＶＤについては、中高生などの若年層が、あまり接する機会のない介護の仕事について、親しみやすくわかりやすい内容
とするため、若手の介護職員の一日の仕事の様子を紹介することを中心としたオリジナルの作品を作成した。
県下全中学校・高等学校に配布するとともに、県ホームページからも視聴が可能となっており、保護者を含めた県民全体へ
の情報発信も行っている。
上記のほか、高校教育課が開催するジョブサポートティーチャーの連絡会や、私立高校の校長会などに出席し、介護の仕
事や介護福祉士等修学資金について説明する機会を持つようにしている。
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若者の参入促進のため特に工夫している点

都道府県 工夫している点

愛媛県

巡回型教室：仕事としての介護の中身、魅力を伝えられるよう、介護施設職員、大学、介護機器事業者が連携して実施
ＤＶＤ：中高生が飽きずに見続けることができるような面白さのある構成・内容で作成
バスツアー：実際の介護現場を多面的に知ってもらうため、多様な職種の職員から話を聞いたり、高齢者と同じ食事をとる
等の体験を実施
魅力発見セミナー：高校生等が興味を持てる分野が見つかるように、多様な福祉関係職種の紹介ブースを用意

高知県

従来作成していたパンフレットから内容を全面刷新した冊子（※印）は、手にとって見てもらいやすいように、写真を多用しサ
イズをコミックスするとともに、介護の仕事は、地元で長く働ける仕事であることを強調した。

熊本県

・出前講座においては、身近で親しみやすい方の講話にするため、周辺地域の福祉施設の若手職員に訪問を依頼してい
る。また、講話いただいた方の話を掲載したパンフレットを作成し、県内中学校に配布することで更なる事業のＰＲを図って
いる。
・学生と福祉施設職員の座談会においては、話しやすい雰囲気づくりのため小規模の人数で行っており、学生の直接の声
を聴いていただくため、オブザーバーとして施設長等にも参加いただいている。

宮崎県

・出前講座の講師として介護施設等に依頼する際は、若手職員（２０代）で、学校のある地域に関連のある方をお願いして
いる。
・出前講座や学校訪問については、県教育委員会等とも連携を図り案内を行っている。

鹿児島県

各事業間の連携を図り，蓄積した情報やノウハウを有効活用した展開を図っている。
例）キャリア支援専門員による求職者への各事業のPR活動，学校と介護事業所との交流のコーディネート等
例）「福祉・介護の仕事ガイドブック」の有効活用（各事業参加者への配布，多方面からの中・高校生へのPR等）
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小学生・中学生に対する理解促進・魅力発信の取組事例

都道府県 工夫している点 参考項

北海道

・介護に関する理解を深め、興味・関心を高めるため、介護等に関する有識者をアドバイザーとして派遣し、講習会や体験
学習等を実施。（２９校で実施）

青森県
出前講座の実施（4校訪問）

岩手県

出前講座：H26年度（6校、412名）H27年度(12校、458名）
（県民全般に向けて）
介護の仕事の魅力を発信するテレビ番組の制作・放送

宮城県
中学３年生を対象とした，介護のイメージアップを図るパンフレットを作成中。

秋田県
中高生向け介護体験セミナーの開催

山形県
認知症サポーター養成（県補助事業）

福島県

・近隣住民等を招いての、高齢者に優しい食事・負担のかからない介護方法等の講演や施設見学
・地域住民を対象にした介護の仕事の体験会を実施

茨城県

・福祉キャラバン隊（３６校（小学校：３４校，中学校：２校）に訪問，福祉介護の仕事，やりがい等について説明）
・福祉の魅力発見ツアー（施設見学，福祉に関連した体験） 105

栃木県
中学校　6校に出前講座実施

群馬県

県介護福祉士養成校協議会が行う出前講座（１２校（予定））、県老人福祉施設協議会が行う出前講座（２２校（予定））、介
護職ＰＲパンフレットの配布（小学５年：２０，２１０部、中学１年：１９，９９０部）等 106

埼玉県

○県内企業の優れた技術や仕事ぶり（介護分野を含む）を収めたキャリア教育用ＤＶＤを作成し　 （H25年度末作成）、 中
学校の総合的な学習の時間等において活用

千葉県
介護福祉士養成施設等が４２校に訪問、福祉教育指定校６校（小学校）にDVDを配布

東京都

①フクシの魅力☆発見セミナー：養成施設を活用したセミナー（中高生向け14回実施）
②福祉職場普及啓発ＤＶＤの配布（年度末完成予定）
③福祉の仕事なんでもセミナー：中学・高校に対する福祉の仕事に関する出前授業（２８年１月現在　３校予定） 109

神奈川県
学校授業（中学）および夏休みボランティア体験等（中高生）の場を借りたガイダンスの実施、中学生向けの啓発リーフレッ
ト作成（予定）

新潟県
出前授業、広報活動を実施

134

富山県
小学校親子バス教室（2回）、中学校への出前講座（１３回）

135

福井県

小中学校への出前講座や介護施設での職場体験の実施。介護の理解促進のための冊子を配付。）
（H27.12末時点実績 　学校訪問説明14校計687名参加・職場体験4校計165名参加）

長野県

小学生：◆県庁見学こども記者体験(3校26人）
中学校：◆訪問講座実施（2校5講座開催311名受講）◆啓発冊子配布 （県下197校） 140

岐阜県

出前授業及び中学生のためのガイドブック配布（20校）、親子職場体験バスツアー（6か所、9回）
介護人材参入促進事業
ふくしのお仕事体験フェスタ

静岡県

・夏休み小学生親子施設見学バスツアーを開催（県内６コース）
・福祉職のイメージ向上を図るため、出前授業「福祉のお仕事魅力発見セミナー」を実施
　（小学校：39講座/18校、中学校：84講座/35校）

三重県
中学校２４校に訪問、セミナー開催９回

滋賀県

●福祉のお仕事出前講座（小学４～６年生対象）　：福祉施設で働く職員と一緒に、「仕事・働く場所」という切り口から「福
祉」の話や車いす等の体験をして、福祉のお仕事を楽しく伝えます。　H27：5校
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小学生・中学生に対する理解促進・魅力発信の取組事例

都道府県 工夫している点 参考項

京都府

次世代の担い手育成事業（９校、４２５名）、合同発表会（受入れ施設の若手職員とこどもたちのパネルディスカッション）、
職業体験協力施設との意見交換会（参加者３２名）

大阪府

福祉分野が将来なりたい職業となるよう、高齢者施設と福祉に関連する企業（工場）などと合わせて見学するなど親子バス
ツアー等を開催（平成28年度から実施予定）。

兵庫県

県内９圏域（神戸圏域を除く）に配置したイメージアップ専門員（若手介護職員）が公立中学校・県立高校を訪問し、総合的
な学習の時間等に生徒に対して介護業務の理解促進を図る(90校訪問予定)。
介護業務の一日や職員の声をまとめたＤＶＤ・パンフレットを配布(DVD350校、ﾊﾟﾝﾌ30万枚配布予定)。

奈良県
中学生・高校生に対し、施設・事業所の職員による福祉・介護の仕事の内容ややりがいなどを説明するセミナーの実施（３
校で実施）

和歌山県
出前講座（福祉施設職員による授業）　　小学校４校、中学校５校に訪問

鳥取県

・中学生・高校生を対象に介護の仕事体験事業を実施（中学生：３５名参加）
・中学生の介護ロボット体験事業を実施（３校に訪問、約２１０名参加）

島根県
夏休み介護の職場体験事業、介護の魅力発信事業（介護福祉士養成校との共催）

岡山県
出前授業６校に訪問（中学）

広島県

・「介護の日」ポスター募集（実績：小学校405枚，中学校359枚）
・学校訪問プチ講演会（実績：小学校20校，中学校5校）

山口県

職場体験：中学生４６人が参加、中学２年生を対象に介護紹介のリーフレットを配布
介護の啓発のための映像制作（ＤＶＤ貸出し、ネット上で動画配信等）

徳島県

●コミュニケーションロボットや癒やし系ロボット、ロボットスーツを活用して、小中高校生向けに介護ロボット体験学習事業
を実施。平成２７年１２月までに、１１校を訪問。
●福祉現場で活躍する人材を紹介する小冊子「VOICE24」を作成し、進路選択資料として活用していただくため、全小中高
等学校へ配布した。

149

香川県

介護の仕事の魅力を伝えるＤＶＤを作成し、県下全中学校に配布
「介護の仕事」出前授業：県内中学校５校６回実施
夏休みを利用した職業体験：県内中学生35人参加　（春休みにも実施予定）

愛媛県

介護の日に合わせ、福祉用具等を活用した巡回型介護教室を開催（４校を訪問）、教材用ＤＶＤを県内全中学校に配布（予
定）、事業所見学・体験バスツアーの実施（中高生・保護者・教員が対象：３回実施） 150

高知県

福祉人材センターがキャリア教育として１１校に訪問し、講演や施設との交流等を実施。
※福祉の仕事の魅力を伝える冊子を全ての中学生（約19,000人）に配布。

福岡県
中学生・高校生・大学生を対象に、「介護の仕事」に対する正しい理解を促進するための就業体験を開催

長崎県

福祉介護のための基礎講座（Ｈ27：21回実施）
親子（教員を含む）対象の職場体験バスツアー（Ｈ27：延べ7回実施）

熊本県

中学生向け出前講座（保護者も対象）：県内16校
介護の魅力ＰＲパンフレット作成（主に中１向け）：24,000部
職場体験：254人（のべ796日） 153

大分県

【子どものための福祉講座】
（事業内容）車いす、アイマスク体験等福祉の入門講座を実施
（事業実績）実施回数　５７回、参加延人数　３，６７２人（平成２７年１２月末現在） 155

宮崎県
出前講座８校。小学生を介護施設に招き、介護現場の見学及び体験を実施。「介護のしごと」ＰＲパンフレット作成中

161

鹿児島県

地域ジュニア福祉体験教室開催事業（学校訪問による高齢者疑似体験や車いす体験等を開催）
未来の福祉・介護担い手スタートアップ事業（小中高校生と介護職員等との相互訪問による交流） 169

沖縄県
18名（介護の日イベント）
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高校生に対する理解促進・魅力発信の取組事例

都道府県 工夫している点 参考項

北海道

・介護に関する理解を深め、興味・関心を高めるため、介護等に関する有識者をアドバイザーとして派遣し、講習会や体験
学習等を実施。（２９校で実施）
・介護の仕事の魅力を実感できるよう養成施設等が実施する就業体験等の活動に対する補助。（１９団体に補助）

青森県
福祉施設体験講習会（施設見学・職場体験）の実施（４回実施、高校生93名、保護者2名参加）

岩手県

出前講座：H26年度（3校、217名）、H27年度（2校、54名）
（県民全般に向けて）
介護の仕事の魅力を発信するテレビ番組の制作・放送

秋田県
福祉就職フェアの開催、中高生向け介護体験セミナーの開催、県内の高校１年生に介護イメージアップ小冊子配布

山形県
介護現場の体験（県補助事業）、介護の魅力を伝える特別講座の開催（県補助事業）

福島県

近隣住民等を招いての、高齢者に優しい食事・負担のかからない介護方法等の講演や施設見学
・地域住民を対象にした介護の仕事の体験会を実施

茨城県

福祉キャラバン隊（福祉介護の仕事，やりがい等について説明）
職場体験事業（４７名参加，施設見学，介護体験，施設職員との意見交換）
進路選択学生等支援事業（養成校が各高校を訪問し，福祉の仕事，資格の取得方法等について説明）

栃木県
高校　9校に出前講座実施

群馬県

県介護福祉士養成校協議会が行う出前講座（１２校（予定））、県老人福祉施設協議会が行う出前講座（２２校（予定））、介
護職ＰＲパンフレットの配布（高校１年：１８，８９５部）等 106

埼玉県

○介護の魅力ＰＲ隊（県内の介護事業所に勤務する若手介護職員）による学校訪問等（平成２６年度実績：５９回訪問）
○出張介護授業（１４校に訪問）（平成２７年１２月末現在）

千葉県
介護福祉士養成施設等が１校に訪問

東京都

①フクシの魅力☆発見セミナー：養成施設を活用したセミナー（中高生向け14回実施）
②福祉職場普及啓発ＤＶＤの配布（年度末完成予定）
③福祉の仕事なんでもセミナー：中学・高校に対する福祉の仕事に関する出前授業（２８年１月現在　５６校予定）
④職場体験事業（介護の仕事に関心のある学生等が、実際に介護施設等で現場を体験する）
⑤介護職員初任者研修資格取得支援事業（職場体験事業を体験した学生等に、無料の介護職員初任者研修を実施する）
※　④、⑤の事業実施にあたり、チラシ等により周知活動を実施

109

神奈川県
県立高校全校1学年生徒にむけた啓発リーフレット配布、高校出張ガイダンスの実施、インターンシップ受入施設の把握と
情報提供 118

新潟県
出前授業、職場体験、広報活動を実施

134

富山県
高校への出前講座（１１回）、魅力体験バスツアー（４回）

石川県
介護・福祉の仕事の魅力を伝える「伝道師」を委嘱し、派遣（７校）

福井県

高校生や保護者、進路指導担当者を対象とした講演会や職場体験の実施。
（H27.12末時点実績　介護体験イベント20校84名参加・学校訪問説明4校計350名参加）

山梨県

福祉のしごとセミナー
福祉の仕事についての実践者からの体験談、高齢者・障害者・児童の各分野実習学習、職場体験 137

長野県
◆訪問講座実施（13校28講座994名受講）◆啓発冊子配布 （県下108校）

140

岐阜県

修学資金貸付事業個別案内（4校）、出前授業（3校）
介護人材参入促進事業
ふくしのお仕事体験フェスタ
介護情報ポータルサイト
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高校生に対する理解促進・魅力発信の取組事例

都道府県 工夫している点 参考項

静岡県

・福祉職のイメージ向上を図るため、出前授業「福祉のお仕事魅力発見セミナー」を実施
　（38講座/18校）

愛知県

高校生・資格取得見込者向け施設見学会（バスツアー事業）　高校等１０回実施
就職支援出張セミナー事業　２校で実施

三重県
７校に訪問、セミナー開催６回

滋賀県

●福祉の入門スクール　：「福祉の仕事」の具体的な内容や魅力等を、現場職員に伝えて頂き、生徒の福祉や仕事への関
心を高め、進路選択の一助とします。　　　H27：6校（8回）
●福祉職場体験　：高齢者福祉施設で１～５日間、福祉の仕事を体験します。H27：15人（延べ30日）
●高校訪問　：直接訪問して、進路指導担当者や教員、生徒に「福祉の仕事」への進路についての話をします。H27：延べ
61校

京都府
高等学校出前講座（５校訪問３４７名）、高校生インターンシップ（２校１５名）

大阪府
府内高等学校福祉科教員との連携により、福祉分野が進路の選択肢となるよう、高校生向けセミナーを開催（1回）。

兵庫県

現場を直接体験する機会や施設見学会を実施(職場体験・施設見学450人予定)
合同就職説明会・就職相談会や特養に特化した就職フェアを開催(計8回予定)

奈良県
高校生・大学生に対し、施設・事業所職員や利用者との交流を行う福祉・介護の職場見学ツアーの実施（９人参加）

和歌山県

県内公立高等学校５３校と特別支援学校１２校に介護の仕事についてのアンケート調査を実施、職場体験（学校経由）　１４
人、出前講座　１校訪問、イメージアップ冊子作成（プロ漫画家のオリジナルなストーリー性のある漫画を主）

鳥取県
中学生・高校生を対象に介護の仕事体験事業を実施（高校生：６０名参加）

島根県

夏休み介護の職場体験事業、「介護男子スタディーズ」全校配布、「高校生向け福祉の仕事ガイド」の配布、介護の魅力発
信事業（介護福祉士養成校との共催、若手介護職員による介護の魅力発信イベントの共催）

岡山県
出前授業１校に訪問

広島県

・「介護の日」ポスター募集（実績：35枚）
・生徒・教員理解促進説明会（実績：教員219人，生徒10校749人）

山口県
介護の啓発のための映像制作（ＤＶＤ貸出し、ネット上で動画配信等）

香川県

介護の仕事の魅力を伝えるＤＶＤを作成し、県下全高等学校に配布
「介護の仕事」出前授業：県内高校３校実施
夏休みを利用した職業体験：県内高校生149人参加　（春休みにも実施予定）

愛媛県

介護の日に合わせ、福祉用具等を活用した巡回型介護教室を開催（１校を訪問）、教材用ＤＶＤを県内全高等学校に配布
（予定）、事業所見学・体験バスツアーの実施（中高生・保護者・教員対象：３回実施）、福祉・介護の仕事魅力発見セミナー
の開催（高校生以外も対象：１回開催） 150

高知県

・福祉人材センターが７校に訪問し、介護の仕事に関するセミナーを実施。
・※介護の仕事の魅力を伝える冊子を全ての高校生（約13,000人）に配布。
・福祉人材センターが、介護の仕事の種類や資格取得などの詳細情報を提供することで、職業選択肢の１つとして考えても
らうための冊子を高校１年生全員（約4,600人）に配布。（進路指導担当者にも配布）
・福祉系専門学校が、高校を訪問して介護の魅力を伝える活動を補助金で支援。

福岡県
中学生・高校生・大学生を対象に、「介護の仕事」に対する正しい理解を促進するための就業体験を開催

長崎県

福祉介護のための基礎講座（Ｈ27：21回実施）
親子（教員を含む）対象の職場体験バスツアー（Ｈ27：延べ7回実施）

熊本県

学生と福祉施設職員等との地域座談会：10回
職場体験：254人（のべ796日）
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高校生に対する理解促進・魅力発信の取組事例

都道府県 工夫している点 参考項

大分県

【福祉・介護の出前講座】
（事業内容）福祉・介護の仕事について理解してもらうとともに、新たな人材として福祉分野への参入促進を図るための出
前講座を実施
（実施状況）実施予定回数　３３回／ うち 実施回数 ２１回（平成２７年１２月末現在）

155

宮崎県
出前講座６校。職場見学バスツアー７名参加。福祉系高校に「介護の心」シンポジウム参加案内。「介護のしごと」ＰＲパンフ
レット作成中 161

鹿児島県
「福祉・介護の仕事ガイドブック」の作成，配布

沖縄県
144名、18校（学校訪問、職業講話）
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大学生に対する理解促進・魅力発信の取組事例

都道府県 工夫している点 参考項

北海道
・介護の仕事の魅力を実感できるよう養成施設等が実施する就業体験等の活動に対する補助。（１９団体に補助）

岩手県

（県民全般に向けて）
介護の仕事の魅力を発信するテレビ番組の制作・放送

秋田県
福祉就職フェアの開催

山形県
介護の仕事・資格取得に関するガイドブックの作成、配付（県補助事業）

福島県

近隣住民等を招いての、高齢者に優しい食事・負担のかからない介護方法等の講演や施設見学
・地域住民を対象にした介護の仕事の体験会を実施

埼玉県

○介護の魅力ＰＲ隊（県内の介護事業所に勤務する若手介護職員）による学校訪問等（平成２６年度実績：５９回訪問）（再
掲）
○就職支援講座（９回、大学で実施）（平成２７年１２月末現在）

東京都

①介護のコト体験フェア：広く都民に対し、介護職の専門性をＰＲする普及啓発イベント。今年度は若年層を重点対象者に
設定。総来場者数約１，１００名。
②職場体験事業（介護の仕事に関心のある学生等が、実際に介護施設等で現場を体験する）
③介護職員初任者研修資格取得支援事業（職場体験事業を体験した学生等に、無料の介護職員初任者研修を実施する）
※　②、③の事業実施にあたり、チラシ等により周知活動を実施

112

神奈川県
大学就職担当者との名刺交換会への参加、出張ガイダンスの実施、若者むけの啓発冊子の作成

130

新潟県
就職フェア等、広報活動を実施

石川県
介護・福祉の仕事の魅力を伝える「伝道師」を委嘱し、派遣（５校）

福井県

大学生・進路指導担当者を対象とした訪問説明会の実施。
（H27.12末時点実績　学校訪問説明1大学29名参加・教員免許志願者介護等体験事前説明会における介護の仕事説明・
体験2大学計164名参加）

長野県
◆特段行っていない。（要請があれば対応可）※過去には実績有

岐阜県

修学資金貸付事業、就職相談会（2校）
介護人材参入促進事業
ふくしのお仕事体験フェスタ
介護情報ポータルサイト

静岡県
・県内若手介護職員（＊）を県内大学に派遣して、介護の仕事の魅力を発信

愛知県
就職支援出張セミナー事業　大学２校、専門学校１校で実施

滋賀県

●大学訪問　：大学、専門学校を訪問し、進路指導担当者に求人状況などを説明します。学校での就職ガイダンスや就職
説明会の依頼にも応じています。H27：延べ118校

京都府

大学訪問（３９校）、就職ガイダンス・出前講座（１４校・１９回・４３５人）、学内合同説明会（１回・５３人）、就活サポートプログ
ラム参加（４１人）、府北部への実習誘致（５校・３１人）、夏期インターンシップ（１８校・８２人）、春期インターンシップ（募集
中）

142

大阪府
一般大学等へ福祉就職ガイダンスを行い、進路選択の参考に実際に介護職場を体験できる福祉の職場体験バスツアー等
を開催

奈良県

高校生・大学生・一般等の福祉・介護職に就職を希望している者に対し、施設・事業所の仕事内容等を理解するための職
場体験の実施（７０人参加）

和歌山県
管内高校出身者向けＤＭ　５，２００部

鳥取県
福祉の就職フェアを開催（年３回）

島根県
介護の魅力発信事業（介護福祉士養成校との共催、若手介護職員による介護の魅力発信イベントの共催）
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大学生に対する理解促進・魅力発信の取組事例

都道府県 工夫している点 参考項

広島県

・県内大学キャリアセンター連携・担当者会議（実績：1回目11大学，内容：情報交換，施設見学，2回目8大学，内容：施設見
学，一般大学卒新人職員による体験談等）
・県内大学理解促進就職セミナー（実績：4大学予定）
・一般大学横断型セミナー（実績：参加者9人）

山口県
介護の啓発のための映像制作（ＤＶＤ貸出し、ネット上で動画配信等）

徳島県

●福祉就職ガイダンス及びフェアを開催し、事業所による職場説明や個別面談のほか、福祉人材センターや、ハローワー
クによる就業相談を実施。
●普段は福祉に関わりのない若者をターゲットとした、福祉の魅力発信のための交流イベントを開催。 148

香川県
介護福祉士養成校の学生と現場職員との意見交換会：４校実施、65名参加

高知県
福祉人材センターが、大学に出向き介護の仕事を知ってもらうガイダンスを実施。

福岡県
中学生・高校生・大学生を対象に、「介護の仕事」に対する正しい理解を促進するための就業体験を開催

熊本県

学生と福祉施設職員等との地域座談会：10回
職場体験：254人（のべ796日）

大分県

【福祉・介護の出前講座】
（事業内容）福祉・介護の仕事について理解してもらうとともに、新たな人材として福祉分野への参入促進を図るための出
前講座を実施
（実施状況）実施予定回数　３３回／ うち 実施回数 ２１回（平成２７年１２月末現在）

155

宮崎県
職場見学バスツアー５名参加（専門学校生２名含む）。福祉系専修学校に「介護の心」シンポジウム参加案内

159

鹿児島県
介護ボランティア活動活性化事業（地域住民・大学生等を対象に，介護職場でのボランティア活動を通じて介護の仕事への
理解を深める。）
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保護者に対する理解促進・魅力発信の取組事例

都道府県 工夫している点 参考項

青森県
一般向けに公開講座・セミナーの実施

岩手県

出前講座：H27年度(8名、内訳：中学生保護者3名、高校生保護者5名）
（県民全般に向けて）
介護の仕事の魅力を発信するテレビ番組の制作・放送

宮城県
中学生向けパンフレットについて，親世代も対象に作成中。

秋田県
福祉就職フェアの開催、中高生向け介護体験セミナーの開催

福島県

近隣住民等を招いての、高齢者に優しい食事・負担のかからない介護方法等の講演や施設見学
・地域住民を対象にした介護の仕事の体験会を実施

茨城県

進路選択学生等支援事業（養成校が各高校を訪問し，福祉の仕事，資格の取得方法等について説明）
・福祉キャラバン隊（小学校：１校【内数】）

千葉県
主に高校生及び保護者に対する進路相談

東京都
福祉職場普及啓発ＤＶＤ映像の配信（年度末完成予定）

117

富山県
小学校親子バス教室（2回）〔再掲〕

135

石川県
介護・福祉の仕事の魅力を伝える「伝道師」を委嘱し、派遣（０校）

福井県

高校生や保護者、進路指導担当者を対象とした講演会や職場体験の実施。
（H27.12末時点実績　介護体験イベント20校84名参加・学校訪問説明4校計350名参加）

長野県

◆訪問講座実施（4団体4講座37名受講）
保護者という括りにとらわれず、社会人という括りで幅広く
介護職についての講座を開催している。
※上記の中には学校の先生に対しての講座も実施。

140

岐阜県

親子職場体験バスツアー（6か所、9回）
介護人材参入促進事業
ふくしのお仕事体験フェスタ
介護情報ポータルサイト

静岡県
・夏休み小学生親子施設見学バスツアーを開催（６コース）

京都府
高校生と保護者の施設見学会（丹後・２組）

大阪府
小中学生を対象とした事業に記載（親子で参加する事業とするため）。

兵庫県

広報媒体（広報記事、ｿｰｼｬﾙﾒﾃﾞｨｱ等）発信による介護職員のｲﾒｰｼﾞｱｯﾌﾟ
ＤＶＤ・パンフレット配布（小・中・高校生対象と同じ）

和歌山県
介護の仕事についてのアンケート調査を実施

鳥取県
・中学生とその親を対象とした介護職に対するイメージ調査を実施（約２１０名ずつ）

島根県
介護の魅力発信事業（介護福祉士養成校との共催）

広島県

・福祉施設・事業所体験型理解促進（実績：①高校生150人が地域の福祉・介護職場の職場体験実施，これに伴い，PTA会
議にて，状況報告及び理解促進を図る。②親子で施設・事業所見学バスツアー開催予定）

山口県
介護の啓発のための映像制作（ＤＶＤ貸出し、ネット上で動画配信等）
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保護者に対する理解促進・魅力発信の取組事例

都道府県 工夫している点 参考項

徳島県

●福祉現場で活躍する人材を紹介する小冊子「VOICE24」を作成し、進路選択資料として活用していただくため、全小中高
等学校へ配布した。

愛媛県
事業所見学・体験バスツアーの実施（中高生・保護者・教員が対象：３回開催）

151

長崎県

福祉介護のための基礎講座（Ｈ27：21回実施）
親子（教員を含む）対象の職場体験バスツアー（Ｈ27：延べ7回実施）

熊本県
中学生向け出前講座（保護者も対象）

153

大分県

【福祉・介護の出前講座】
（事業内容）福祉・介護の仕事について理解してもらうとともに、新たな人材として福祉分野への参入促進を図るための出
前講座を実施
（実施状況）実施予定回数　３３回／ うち 実施回数 ２１回（平成２７年１２月末現在）

155

宮崎県
「介護のしごと」ＰＲパンフレット作成中

鹿児島県
介護の仕事チャレンジ事業（介護職場見学バスツアー）

163

沖縄県
289名（介護の日イベント、オープンキャンパス）
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進路指導担当者に対する理解促進・魅力発信の取組事例

都道府県 工夫している点 参考項

青森県
高等学校・福祉養成校及び福祉施設との意見交換会の開催（県内６地区で実施）

岩手県

H27年度(盛岡市社協主催の福祉教育連絡会で市内17校の教職員に対し出前講座の実施状況説明）
（県民全般に向けて）
介護の仕事の魅力を発信するテレビ番組の制作・放送

秋田県
福祉就職フェアの開催、中高生向け介護体験セミナーの開催、介護イメージアップ小冊子配布

山形県
介護の仕事・資格取得に関するガイドブックの作成、配付（県補助事業）

茨城県
進路選択学生等支援事業（養成校が各高校を訪問し，福祉の仕事，資格の取得方法等について説明）

群馬県
介護職ＰＲパンフレットの配布に当たって、公立高校の進路指導担当者会議に出席し広報。

106

埼玉県
○事業所との意見交換会（３回、県内３か所で合計７校の担当者が参加）（平成２７年１２月末現在）

東京都

①福祉職場普及啓発ＤＶＤの配布（年度末完成予定）
②進路指導担当者向けセミナー：高校の進路指導担当教員に対する普及啓発。約５０校に対して実施。
③職場体験事業及び介護職員初任者研修資格取得支援事業について、学校へ訪問し、チラシ等により周知活動を実施 117

石川県
養成校教員とともに、介護・福祉人材確保の現状や上記伝道師について説明（県内全高校）

福井県

高校生や保護者、進路指導担当者を対象とした講演会や職場体験の実施。
（H27.12末時点実績　介護体験イベント20校84名参加・学校訪問説明4校計350名参加）

山梨県

福祉のしごと進路指導セミナー
福祉の仕事の現状についての講演、県内福祉養成校による学校説明 137

長野県

◆1校1校学校を訪問し事業周知すると共に介護職に対するイメージについてヒアリングを実施。
◆キャリア教育担当教諭についても県教委の協力の基、年に1度行われている県下のキャリア教育担当者が一同に集まる
研修会にて事業周知を実施。

岐阜県

修学資金貸付事業案内（150校）、家庭教育庁内連絡会議（年2回）
介護人材参入促進事業
介護情報ポータルサイト

静岡県
・高校教員向け施設見学会を開催（１回）

滋賀県

●施設と養成校の懇談会　：障害者施設と介護等養成施設の進路担当者と意見交換会を開催しています。　　　　H27実
績：1回　15施設、7校参加

京都府
高校教員進路指導セミナー（１回開催、参加：教員７名、施設職員６名）

大阪府

府内高等学校福祉科教員との連携により、高校生の進路選択に深く関わっている教職員に対して福祉・介護の仕事の内
容を正しく理解してもらえるよう高校教員向け勉強会を開催（1回）。

兵庫県

広報媒体（広報記事、ｿｰｼｬﾙﾒﾃﾞｨｱ等）発信による介護職員のｲﾒｰｼﾞｱｯﾌﾟ
ＤＶＤ・パンフレット配布（小・中・高校生対象と同じ）

奈良県
学校訪問による個別説明（延べ２３ヶ所）、高等学校進路指導担当者の会議における広報（１回）

和歌山県

介護の仕事についてのアンケート調査を実施、高等学校・特別支援学校・福祉系専門学校・大学（専門学校・大学は県外を
含む）への学校訪問　９２校

鳥取県

・県内高等学校３２校に訪問し進路指導担当者と面談
・学校の進路担当職員向け介護の仕事説明会の実施（今後実施）

島根県
県立高等学校学校長・事務長会議での事業紹介
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進路指導担当者に対する理解促進・魅力発信の取組事例

都道府県 工夫している点 参考項

広島県

・県内大学キャリアセンター連携・担当者会議（実績：1回目11大学，内容：情報交換，施設見学，2回目8大学，内容：施設見
学，一般大学卒新人職員による体験談等）
・県内大学理解促進就職セミナー（実績：4大学予定）
・一般大学横断型セミナー（実績：参加者9人）

山口県
介護の啓発のための映像制作（ＤＶＤ貸出し、ネット上で動画配信等）

徳島県
●高校の進路指導担当者を訪問し進路指導の際の参考となるよう、福祉職場の魅力等を直接伝えている。

香川県
介護の仕事の魅力を伝えるＤＶＤを作成し、県下全中学校・高等学校に配布

愛媛県
事業所見学・体験バスツアーの実施（中高生・保護者・教員が対象：３回開催）

151

高知県
福祉人材センターが、大学に出向き介護の仕事を知ってもらうガイダンスを実施。

福岡県
高校の進路指導担当教師を対象に、介護の仕事を紹介する講演会を開催

長崎県
高校進路指導教員への訪問（Ｈ27：延べ444回訪問）を実施。

熊本県
介護の魅力ＰＲパンフレット作成（主に中１向け）

大分県

【福祉・介護の出前講座】
（事業内容）福祉・介護の仕事について理解してもらうとともに、新たな人材として福祉分野への参入促進を図るための出
前講座を実施
（実施状況）実施予定回数　３３回／ うち 実施回数 ２１回（平成２７年１２月末現在）

155

宮崎県
学校訪問３２校（専門学校2、中学校24、高校5、大学1）

鹿児島県
「福祉・介護の仕事ガイドブック」の作成，配布
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県南コース

県央コース

定員：各コース共に40名以内

〈主催〉茨城県・社会福祉法人茨城県社会福祉協議会

県南コース

集合【イーアスつくば】
福祉施設見学　特別養護老人ホーム新つくばホーム
昼食（各自）
サイバーダインスタジオ見学
【イーアスつくば】
ロボットスーツHAL®

動作原理体験　他
終了

10:00
10:30
12:00
13:30

15:00

県南コース

集合【イーアスつくば】
サイバーダインスタジオ見学【イーアスつくば】
ロボットスーツHAL® 動作原理体験　他
昼食（各自）
福祉施設見学　特別養護老人ホーム新つくばホーム
終了

9:50
10:00

12:00
13:30
15:00

県央コース

集合【茨城県総合福祉会館】
クッキング体験【中川学園調理技術専門学校】
昼食
福祉施設見学
養護老人ホームナザレ園　　　　　
終了

9:00
9:30
12:00
13:40

15:40

○裏面申込書に必要事項をご記入のうえ、７月
28日（火）までにFAXまたは郵送にて茨城県福
祉人材センターあてにお申込みください。

○参加決定後、申込者あて通知させていただき
ます。

申込み方法

申込
期間
7月21日（火）から7月28日（火）（必着）
申込多数の場合は先着順とさせていただきます。
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平成２７年９月３日 

福 祉 保 健 局 

 

 

 

  

東京都は、今年度から都内の介護福祉士等養成施設で「フクシの魅力☆発見セミナー」を開催します。このセ

ミナーでは、福祉に関する講演会や福祉・介護体験等をとおして、福祉の仕事の魅力等を伝えます。福祉の仕事

や福祉活動に幅広く興味・関心のある方は是非お越しください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

一・会場 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問合せ先 福祉保健局生活福祉部地域福祉推進課 森田
も り た

、小鶴
こ づ る

 

電話 03-5320-4048（直通）  内線 32-540、32-541 

東京都福祉人材センター  平賀
ひ ら が

  電話 03-5211-7923 

中 学 生 ・ 高 校 生 の 方 

福祉の仕事を目指している中学生・高校生、福祉ボランティア等の福祉活動に興味・関心のある中学生・高校生を対象としたセミナー 

（1）講演会または映画上映 

  ○講 演 会 「そもそも福祉ってなんだろう？」、「福祉の仕事って何があるの？」。そのような疑問に講師が応えます！ 

身近な福祉や、福祉の仕事のやりがい、魅力、面白さを伝える講演会 

           【講師】・NPO 法人 Ubdobe 代表理事 岡 勇樹 氏 

・株式会社リクルートキャリア HELP MAN!JAPAN 事業推進ユニット長 坂田 祐一氏 ほか 

・一般社団法人 FACE to FUKUSHI 共同代表 河内 崇典 氏 のうちいずれか 1 名 

  ○映画上映  介護福祉士を目指す専門学生が主人公の青春ムービー「空と海のあいだ」の上映 

（2）福祉・介護体験 車椅子体験やベッド移乗、福祉体験等を行います。 

（3）説 明 会 福祉の仕事に携わるための資格の取得方法や、福祉ボランティア等の今からできること等を、養成施設 

の教員が紹介します。 

（4）相 談 会 養成施設の教員や東京都福祉人材センター職員による相談会 

 

 

福祉の仕事等に興味 ・関心のある方 

子育てや仕事が一息ついた方で福祉の仕事を始めたい方、社会・地域貢献活動や福祉ボランティア等に興味・関心のある方等を対象と 

したセミナー 

（1）講 演 会 社会・地域貢献活動という視点を交えながら、身近な福祉や福祉の仕事のやりがい、魅力を伝える講演会 

           【講師】 特別養護老人ホーム等の施設長 

（2）福祉・介護体験 車椅子体験やベッド移乗、福祉体験等を行います。 

（3）説 明 会 福祉の仕事に携わるための資格の取得方法や、仕事と家庭を両立した働き方、福祉ボランティア等の今から 

できること等を、養成施設の教員が紹介します。  

（4）相 談 会 養成施設の教員や東京都福祉人材センター職員による相談会 

 

備 考 ・事前申込不要（当日先着順）。参加費無料 ・開催日及び会場等は裏面のとおり 

・詳細は東京都福祉人材センターホームページをご覧ください。 

http://www.tcsw.tvac.or.jp/jinzai/index.html 

 

東京都福祉人材センター 
キャラクター「フクシロウ」 

※本事業は東京都が社会福祉法人東京都社会福祉協議会（東京都福祉人材センター）に委託して実施します。 
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フクシを知ろう！
介護等体験ツアー

も開催！

中高生のみなさんに、福祉やその仕事のイロハ、魅力をお伝えすることで、
仕事への理解を深め、また、福祉の仕事を身近に感じていただくための
セミナーとなります。さまざまな用途でご活用ください。

1 開催時間
 基本は1コマ（50分）としますが、各校のご要望により、調整します。

2 セミナーの内容
 ❶福祉の概要説明、福祉の職場・職種・資格や最近の動向のご紹介
 ❷福祉の仕事の実際、仕事をする意義や経験談など
 ※下記のプログラムは1例です。各校のご要望にお応えし、調整します。

A 「フクシってなんだろう？ フクシのシゴトって？」20分（講師：東京都福祉人材センター職員）
 福祉とは何なのか？ 自分たちの生活にどのように関わっているのかといった身近なお話を交えながら福祉とその仕事

の概要をご説明します。

B 「フクシのシゴト 喜怒哀楽」30分（講師：福祉現場の職員）
 福祉の仕事は実際にどのような仕事なのか？どのようなドラマがあって、どのようなことを感じて日々、仕事をしている

のか？ 福祉現場のプロの職員が、自身の経験談を交えながらお話をします。

C 「フクシの資格あれこれ、今のフクシ、これからのフクシ」20分（講師：東京都福祉人材センター職員）
 多岐にわたる福祉の資格についてのご説明と、福祉の仕事の現状、将来的な見通しについてご説明します。

D 「フクシのシゴト ホントのところ」30分（講師：福祉現場の職員）
 なぜ福祉の仕事についたのか？ 生活ぶりはどうなのか？ 福祉の仕事の魅力とは何なのか？ 様々な疑問にプロの職員

がお答えします。

3 講師
 介護や福祉現場（高齢・障害・児童の各分野）の職員。東京都福祉人材センターの職員。
 他にご要望があれば、専門学校や大学の先生へもお声かけします。

奉仕の授業やキャリア教育の一環、選択授業等や就職セミナーの一環として、
あるいは部活動単位での実施や希望者を集めてなど、様々な用途でご活用いただけます。

裏面の申込書に必要事項をご記入の上、FAXまたは郵送にてお申し込みください。
※講師との日程等の調整がございますので、開催希望日の1か月前までにお申し込みください。

社会福祉法人 東京都社会福祉協議会　東京都福祉人材センター
〒102-0072　東京都千代田区飯田橋3-10-3　東京しごとセンター7F
TEL：03-5211-2860　FAX：03-5211-1494

夏休みや冬休み、休日等に、福祉・介護施設や福祉系大学等を見学し、介護などを実際に
体験するツアーを開催します。対象者は、都内の中高生、保護者、教職員などになります。
※詳細は決まり次第、東京都福祉人材センターのホームページに掲載します。

無料。ただし、開催する会場（教室等）の確保は各校にてお願いいたします。

フクシを知ろう！
なんでもセミナー

ご案内

プログラム
内容

活用方法

申込方法

費　　用

お問合せ先

主催：社会福祉法人東京都社会福祉協議会　東京都福祉人材センター（東京都委託事業）

中高生に
福祉の心を
  伝えます！

教職
員の皆さまへ
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送付先FAX番号：03-5211-1494　 東京都福祉人材センター行き
「フクシのシゴト なんでもセミナー」申込書

学校名

担当者氏名・所属 （氏名） （所属・職名）

連絡先
（TEL） （FAX）

（E－mail）

1 ご希望の日時（必要事項をご記入ください）

日　　程 時　　間

第一希望 　　　月　　　　日  （　　） ：　　　　〜　　　　：

第二希望 　　　月　　　　日  （　　） ：　　　　〜　　　　：

2 対象者（必要事項をご記入ください）

学科・コース・クラブ名等 学　　年 人　　数

3 ご希望のセミナー内容（各項目に○をつけ、必要事項をご記入ください）

ご希望のプログラム
（チラシ表面のA〜Dよりご希望のプログラムを選択してください）

A　・　B　・　C　・　D
その他（� ）

ご希望の分野
（福祉現場の職員のご希望分野を選択してください）

高齢　・　障害　・　児童
その他（� 　）

その他ご希望（セミナー内容に関するご希望がありましたらご記入ください）

4 その他（各項目に○をつけ、必要事項をご記入ください）

申　込　理　由 奉仕の授業の一環　・　キャリア教育の一環　・　選択授業
その他（� ）

参加生徒の福祉への取組状況（ボランティア参加や体験授業等）をご記入ください。
セミナー内容の参考といたしますので、可能な限り具体的にいただければ幸いです。

その他、ご要望・ご質問等がございましたら、こちらにご記入ください。
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お問い
合わせ

【主催】「福祉の仕事 イメージアップキャンペーン事業」実行委員会 ( 予定 )  公益社団法人東京都介護福祉士会、公益社団法人東京社会福祉士会、特定非営利活動法人東京都介護支援専門員研究協議会、公益社団法人日本
介護福祉士養成施設協会関東信越ブロック協議会東京部会、一般社団法人日本社会福祉士養成校協会、東京都社会福祉協議会　東京都高齢者福祉施設協議会 センター分科会、東京都社会福祉協議会　東京都高齢者福祉
施設協議会 高齢者施設福祉分科会、東京都社会福祉協議会東京都介護保険居宅事業者連絡会、東京都社会福祉協議会事務局、東京都福祉保健局   「実行委員会事務局：東京都福祉人材センター」   【協賛 ( 予定 )】公益
社団法人東京都医師会、公益社団法人東京都歯科医師会、公益社団法人東京都薬剤師会、公益社団法人東京都看護協会、公益社団法人東京都理学療法士協会、一般社団法人東京都作業療法士会、公益社団法人東京都栄養士会、
一般財団法人東京都弘済会、東京都民生児童委員連合会、公益財団法人東京都福祉保健財団、公益財団法人介護労働安定センター東京支部

キャンペーンサイトを
検索!

会場：東京国際フォーラム
　　　　　　　　　　　  （展示ホール2）

11:00-16:30
2015 日

興味がある方なら
どなたでも
お越しください。入場無料! 事前申込み不要!

●介護・福祉の仕事に興味がある方（中高生など）
●介護問題に関心がある方、在宅で介護をしている方

対象

プロのワザを体験できる 介護、福祉のコトを聞ける・見られる・体験できる
●介護者にも優しい介護のコツ
●オムツの上手な使い方
●口腔ケアの意義・ポイント
●マヒのある方の着替えと入浴
●リフレッシュできる足浴のポイントなど

現場の
プロが
伝えます！

介護の相談や、福祉業界への就職、
転職の相談も、会場でできるよ。

介護ロボットを
体験できるらしいよ。

あなたにピッタリの仕事が、
きっと見つかるわよ。

プロがいろいろなコツを
教えます!

介護するみんなに負担がかかっては、
本当の介護とは言えないもんね。

いろんな角度から
介護を知ってみよう。

ずっと使える
「介護のなるほど」が満載!

● 介護ロボット体験コーナー
● 認知症に関する
　 映画上映

● ブラインドサッカー
　 体験コーナー
● トークセッション

福祉キャリアナビ112
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中
高
生
や
教
職
員
等
の
福
祉
業
界
の
マ
イ
ナ
ス
イ
メ
ー
ジ
を
払
し
ょ
く
す
る
こ
と
で
、
次
世
代
の
人
材
確
保
を
目
指
す
。

４
０
分

(1
)
福
祉
業
界
を
取
り
巻
く
今
・
未
来

現
状
と
20
25
年
問
題
等
の
未
来
や
、
世
間
の
イ
メ
ー
ジ
と
実
態
を
説
明
（
出
演
：
上
智
大
学
藤
井
准
教
授
）

(2
)
働
き
や
す
い
職
場
環
境
の
整
っ
た
施
設
の
紹
介

高
齢
・
保
育
・
障
害
施
設
の
取
組
を
紹
介

【
高
齢
】
(社
福
)合
掌
苑
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
桂
寮
－
Ｉ
Ｔ
機
器
の
活
用
に
よ
る
業
務
の
効
率
化
、
不
規
則
勤
務
の
解
消

【
保
育
】
(社
福
)聖
愛
会
は
ぁ
も
に
ぃ
保
育
園
－
充
実
し
た
研
修
・
育
成
シ
ス
テ
ム
、
メ
ン
タ
ル
サ
ポ
ー
ト

【
障
害
】
(社
福
)正
夢
の
会
コ
ラ
ボ
い
な
ぎ
－
出
産
後
・
育
児
中
も
安
心
し
て
働
け
る
体
制
づ
く
り
、
連
続
休
暇
制
度

(3
) 
職
員
・
利
用
者
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

福
祉
職
場
で
働
く
こ
と
を
具
体
的
に
イ
メ
ー
ジ
で
き
る
よ
う
な
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を
実
施

○
や
り
が
い
が
あ
り
未
来
に
希
望
を
持
て
る
職
場
で
あ
る
こ
と

○
就
職
か
ら
管
理
職
等
ま
で
の
具
体
的
な
キ
ャ
リ
ア
ア
ッ
プ
ス
ト
ー
リ
ー
○
仕
事
と
家
庭
の
両
立
方
法
等

(4
) 
給
与
モ
デ
ル
調
査
結
果
の
紹
介

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
で
正
規
職
員
と
し
て
働
い
た
場
合
の
給
与
モ
デ
ル
を
調
査
し
、
そ
の
結
果
等
を
示
す
こ
と
で
、
他
業
界
と

同
様
に
長
く
働
き
続
け
れ
ば
キ
ャ
リ
ア
ア
ッ
プ
し
て
い
く
こ
と
を
伝
え
る
。
（
出
演
：
上
智
大
学
藤
井
准
教
授
）

(5
) 
都
代
表
者
等
か
ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ

福
祉
人
材
確
保
に
お
け
る
都
の
取
組
や
今
後
の
施
策
の
方
向
性
を
伝
え
る
。

普
及
啓
発
Ｄ
Ｖ
Ｄ

「
変
わ
り
ゆ
く
福
祉
業
界
！
誰
も
が
輝
け
る
魅
力
的
な
職
場
の
紹
介
（
仮
）
」
の
制
作
に
つ
い
て

Ｄ
Ｖ
Ｄ
の
概
要

平
成

2
8
年

1
月

1
3
日

生
活
福
祉
部

Ｄ
Ｖ
Ｄ
の
内
容
を
細
か
く
チ
ャ
プ
タ
ー
分
け
し
、
様
々
な
用
途
に
合
わ
せ
て
活
用

D
V
D
の
活
用
方
法
・周
知
方
法

中
学
・
高
校
の
授
業
で
の
活
用

動
画
配
信

イ
ベ
ン
ト
で
の
上
映
等

家
庭
科
(
福
祉
)や
総
合
的
な
学
習
、
奉
仕
の
時
間
等
の
授
業
で
活
用

・
内
容
を
数
分
ご
と
に
分
割
し
、
中
高
生
が
よ
く
閲
覧
す
る
Y
ou
t
u
be
等
で
配
信

・
自
宅
で
も
気
軽
に
閲
覧
で
き
る
の
で
、
福
祉
の
仕
事
に
就
き
た
い
中
高
生
に
よ
る
保
護
者
等

へ
の
説
得
材
料
と
し
て
活
用

・
介
護
の
コ
ト
体
験
フ
ェ
ア
等
、
都
福
祉
人
材
確
保
イ
ベ
ン
ト
で
上
映

・
教
職
員
が
集
ま
る
会
議
や
、
保
護
者
も
参
加
す
る
養
成
施
設
の
オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス
等

で
上
映

◆
都
内
全
て
の
中
学
・
高
校
、
区
市
町
村
、
区
市
社
協
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
等
に

Ｄ
Ｖ
Ｄ
を
配
布

◆
関
連
事
業
の
チ
ラ
シ
に
動
画
Q
Rコ
ー
ド
等
を
記
載

◆
関
連
事
業
参
加
者
、
関
係
機
関
へ
の
周
知
等

ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
等

時
間

構
成○
福
祉
の
仕
事
の
や
り
が
い
や
魅
力
を
伝
え
る
こ
と
を
目
的
に
、
イ
メ
ー
ジ
ア
ッ
プ
イ
ベ
ン
ト
や
学
校
訪
問
セ
ミ
ナ
ー
、
職
場
体
験
ツ
ア
ー
等
の
普
及
啓
発
事
業
を
実
施

○
福
祉
業
界
の
マ
イ
ナ
ス
イ
メ
ー
ジ
に
つ
い
て
は
未
だ
根
強
く
残
っ
て
い
る
。

○
特
に
中
高
生
の
進
路
選
択
の
キ
ー
パ
ー
ソ
ン
で
あ
る
教
職
員
・
保
護
者
に
つ
い
て
は
、
福
祉
業
界
を
希
望
す
る
中
高
生
の
壁
と
な
っ
て
い
る
。

⇒
働
き
や
す
い
職
場
環
境
の
整
っ
た
施
設
の
紹
介
等
を
通
し
て
、
福
祉
業
界
の
魅
力
を
伝
え
る
Ｄ
Ｖ
Ｄ
を
作
成

現 状 と 課 題

目
的

＜
Ｄ
Ｖ
Ｄ
の
作
成
＞

委
託
先
：
東
京
都
社
会
福
祉
協
議
会
。
な
お
、
撮
影
や
編
集
等
に
つ
い
て
は
業
者
に
再
委
託

進
行
管
理
：
教
職
員
等
の
関
係
者
が
参
加
す
る
次
世
代
Ｗ
Ｇ
で
内
容
等
を
調
整

＜
給
与
モ
デ
ル
調
査
の
実
施
＞

藤
井
准
教
授
の
監
督
の
も
と
、
都
内
の
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
に
対
し
て
調
査
を
実
施

調
査
施
設
：
都
内
の
全
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
４
６
２
施
設

調
査
対
象
：
介
護
職
員
と
し
て
新
規
学
卒
採
用
後
に
１
年
間
以
上
従
事
し
、
現
在
正
規
職
員
の
者

周
知
方
法

東
京
都
：
参
考
資
料
６
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○
将
来
の
福
祉
・
介
護
人
材
を
養
成
す
る
介
護
福
祉
士
・
社
会
福
祉
士
等
養
成
施
設
に
お
い
て
は
、
深
刻
な
定
員
割
れ
の
状
態
に
あ

り
、
こ
の
ま
ま
で
は
、
サ
ー
ビ
ス
提
供
を
担
う
人
材
の
確
保
や
サ
ー
ビ
ス
水
準
の
維
持
に
支
障
を
生
ず
る
お
そ
れ
が
あ
る
。

○
こ
の
た
め
、
養
成
施
設
に
、
専
門
員
を
設
置
し
、
次
の
よ
う
な
取
組
を
通
じ
、
若
い
世
代
や
地
域
の
人
材
確
保
を
推
進
す
る
。

※
定
員
充
足
率

60
%
未
満
の
養
成
施
設
（
介
護
福
祉
士
、
社
会
福
祉
士
、
精
神
保
健
福
祉
士
）
を
対
象
。

出
前
授
業
（
進
路
選
択
学
生
等
支
援
事
業
）

目
的

【
イ
メ
ー
ジ
】

（
専
門
員
設
置
）

養
成
施
設

（
高
等
学
校
）

（
地
域
団
体
）

高
校
、
地
域
団
体
等

・
学
生

・
教
員

・
家
族

・
中
高
齢
者

・
主
婦
層

・
転
職
者

等

（対
象
）

・
中
高
生
、
家
族
、
教
員

・
中
高
齢
者
、
主
婦
層
、
転
職
者
等

・
地
域
団
体
・機
関
等

（活
動
内
容
）

・
福
祉
・介
護
の
仕
事
の
魅
力
や
実
情
を
紹
介

・
就
学
・研
修
受
講
に
向
け
て
、
個
別
に
相
談
・助
言
・指
導
等
を
行
う

・
理
解
促
進
、
意
識
啓
発
の
た
め
の
地
域
イ
ベ
ン
ト
、
説
明
会
等
を
開
催

（
事
業
所
・
施
設
）

協
力

＝
※
学
生
募
集
・
仕
事

の
イ
メ
ー
ジ
ア
ッ
プ

の
た
め
の
活
動

・
高
校
を
訪
問
し
、
福
祉
・
介
護
の
仕
事
の
魅
力
を
伝
達

・
地
域
団
体
と
の
連
携
に
よ
る
福
祉
・
介
護
の
仕
事
の

イ
メ
ー
ジ
ア
ッ
プ

・
中
高
生
・
家
族
・
教
員
へ
の
個
別
相
談
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福祉の仕事セミナー開催要領  

～福祉の仕事に関心のある高校生のみなさんへ～ 

 

１．目   的   福祉の仕事を志している、または関心のある高校生を対象に、福祉についての理解を 

          深めるとともに、福祉施設等での職場体験を通じて「福祉の仕事」に対する魅力を体感し、

今後の進路の選択肢の１つとして考えてもらい、福祉現場への就労促進と人材の定着化

を図ることを目的として開催します。 

 

２．主   催   山梨県社会福祉協議会 福祉人材センター 

 

３．後   援   山梨県教育委員会 

 

４．日   程   １日目：平成２８年２月１日（月）   山梨県立図書館  

          ２日目：平成２８年２月２日（火）                                              

                        ～              県内社会福祉施設での職場体験 

                :     平成２８年２月５日（金）    （高齢者、障害、児童） 
 
※ ２日目は上記期間中において１日間の職場体験実習(以下、「職場実習」という)を行い
ます。実習日は主催者と受入施設で調整し、後日ご案内します。なお、施設等との調

整により上記の期間外になる場合もあります。 
 

５．対   象   高校生（学年は問いません）、担当教諭 

 

６．定   員   １００名 

 

７．申込方法   （１）別紙「参加申込書」にご記入の上、１２月 ９日（水）までにＦＡＸまたは郵送等により 

             ：学校単位でお申し込みください。なお、定員になり次第締め切りとさせていただきま

す。 

::（２）１日目の実技講習・２日目の職場実習については、高齢者・障害・児童の中から希望  

１１１１１１１１１１１１ する分野の優先順位をご記入ください。なお、受入定員の都合上、希望に沿えない場 

   合もございますのであらかじめご了承ください。  

   ::（３）先生方の職場実習も可能です。 

 

８．参 加 費   無 料 

           １日目の講義・実技講習、２日目の職場実習においては、主催者にてボランティア行事 

           用保険に加入します。ただし、県立図書館及び実習施設までの交通費・昼食代等はご負 

           担ください。 

 

９．そ の 他   （１）職場実習には、健康診断書が必要です。 

           （２）２日間とも昼食は各自ご用意ください。 

           （３）服装は動きやすく汚れても良い服装（スカート不可）、靴は運動靴（ゴム底）で参加い 

             ただくとともに、着替え、タオル等をご用意ください。 

           （４）実習先施設については主催者で調整させて頂き、別途ご案内します。できるだけ学 

             校または自宅に近い施設を調整しますが実習先施設の都合により遠方になる場合も

あります。 

     

１０．個人情報の取り扱いについて 

           お申し込み時にいただく個人情報は、「山梨県社会福祉協議会 個人情報保護規程」によ  

          り、以下の目的にのみ使用します。 

           （１）本セミナーの運営管理（記録）  

           （２）実習施設との実習生受入依頼、実習報告（学校名、氏名、学年、健康診断結果のみ） 
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１１．日  程 

 

１２．問い合わせ・申し込み先 

   山梨県社会福祉協議会 福祉人材研修課  （担当：小林 ） 

   〒４００－０００５ 山梨県甲府市北新１－２－１２ 山梨県福祉プラザ４階 

     TEL ０５５－２５４－８６５４   FAX ０５５－２５４－８６１４   

     メール  kobayashi@y-fukushi.or.jp 

時 間 内         容 会  場 

〔第１日目〕２月１日（月）  

山梨県立図書館 

２階 多目的ホール 

※甲府市北口２丁目 

  ８番１号 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２階 多目的ホール 

 

 

 

１階 イベントホール 

東面 

 

 

 

 

１階 イベントホール 

西面 

 

 

１０：００ 
１０：２０ 

 
１０：３０ 

 
 

１０：４０ 
 
 
 

 
 
 

１２：１０ 
 

１２：１５ 
 

１３：１５ 
 
 
 
 
 
 
 

   
 
 
 
 
 
 

 
 
 
１５：３０ 

 

受 付 
開 会・オリエンテーション 
 
講義①：「福祉の仕事」について」 
     山梨県福祉人材センター   

 
講義② 「福祉について学ぼう」 
    講師：山田あかね 氏 
   ・福祉って？福祉の仕事ってどんなこと？高齢者・障害者・ 
    児童・・・と様々。福祉の魅力について幅広く情報を発信し、 
    福祉の仕事への理解を深めます。 
 

 
説明：職場実習について 
  
昼食 
 
実技講習（～１５：１５） 
〇 高齢者を知ろう …「 介 護 講 座 」 
  講師：山梨県立介護実習普及センター職員 市川恵美子  
   ・高齢者疑似体験を行い、高齢者の身体的特徴や簡単な介護 
    :知識について学習します。 
 
〇 障害者を知ろう…「レクリエーション講座」 
    講師：山梨県障害者福祉協会職員 北野茂樹 氏・斉藤玉木 氏 
  ・障害には一言では表せない様々な個性があります。聴覚・視   
   覚・身体が不自由な方々の気持ちに寄り添えるような疑似体   
   験やレクリエーションを通じてコミュニケーションを図ることを体 
   験し、障害者の知識について学習します。 
  
〇 児童を知ろう …「あそび・学び講座」 
   講師：帝京学園短期大学 井上聖子 氏 
  ・児童との接し方や同じ目線で考えることを経験するとともに、 
   :工作実習などを通じその特性について学習します。 
 
○閉 会（各会場ごと終了・解散） 
 

〔第２日目〕 ２月２日（火）、３日（水）、４日（木）、５日（金）  
※上記のうちいずれか１日 

県内各社会福祉施設 

 
８：３０ 

 
 
 
 

 
 
 

 
１６：００ 

オリエンテーション 
 
職場実習 ※実習先施設 ・日程は後日指定します。 
 施設日程に沿ってそれぞれ実習 
１．高齢者福祉施設 
２．障害者福祉施設 
３．児童福祉施設（保育所/障害児）                 

なお、施設等との調整により上記の日程以外になる場合もありま
す。 
終 了 
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福祉の仕事「進路指導セミナー」開催要領 
 

１．目      的  高校生が卒業後の進路を考える際に、福祉・介護サービス分野も選択肢のひと 

                つとしてもらうため、進路指導の担当教諭等に、進学や就職等の進路指導に必要な      

                福祉の仕事や資格取得方法、また、福祉人材養成校等に関する情報提供を行うとと 

                もに、福祉人材養成校、福祉人材センター等との意見交換の機会を設け、福祉人材 

                の確保に資することを目的とします。 
 
２．主     催  社会福祉法人 山梨県社会福祉協議会 
 
３．後      援  山梨県教育委員会 
 
４．期日・会場  平成２７年１２月９日（水）午後１時３０分～（１時受付開始）  

      山梨県福祉プラザ４階 第一会議室 

                  （〒４００－０００５ 甲府市北新１－２－１２） 
 
５．対      象  山梨県内の高等学校教諭 
 
６．定    員  ３０名 
 
７．実施内容 （１）「県内高校生の福祉現場への就労について」 

            講師：伊藤健次 氏（山梨県立大学） 

        （２）「福祉の仕事」の現況について 

             説明：山梨県社会福祉協議会 福祉人材センター 

        （３）県内の介護福祉士等の養成校の学校説明と卒業後の就職状況について 

         ・学校の概要／取得資格／卒業後の就職先 など 
             
８．申込方法  別紙様式にて、平成２７年１１月２７日（金）までに本会あて、郵送又はＦＡＸ

でお申し込みください。 
                    
９．個人情報の取り扱いについて 

   お申し込み時にいただきました個人情報は、「山梨県社会福祉協議会 個人情報保護規程」に基

づき、本セミナーの実施に必要な場合のみ使用いたします。 
 
１０．日 程 

１１．問い合わせ先・申し込み先 

    山梨県社会福祉協議会 福祉人材研修課（担当：小林） 

     〒４００－０００５  山梨県甲府市北新１－２－１２ 山梨県福祉プラザ４階 

     ＴＥＬ ０５５－２５４－８６５４  ＦＡＸ ０５５－２５４－８６１４ 

    メール kobayashi@y-fukushi.or.jp 

 

１２月９日（水） 会 場 

１３：３０ 
１３：４０ 
～ 

１４：４０ 
 

１４：５０
～ 

１５：１０ 
 
１５：１０ 
～ 

１６：２０ 
  

開会・オリエンテーション 
１．「県内高校生の福祉現場への就労について」 
   講師：伊藤健次氏 
         
２．「福祉の仕事」の現況について 

説明：山梨県福祉人材センター 
 
 
３．県内福祉人材養成校職員による学校説明 
  （質疑応答、意見・情報交換） 
閉会 

 
 

 

 

山梨県福祉プラザ４階  

第一会議室 
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平成２７年度巡回型介護教室 

 

県老人福祉施設協議会会員及び介護福祉士養成校、介護機器事業者等が、各地

域の中学校や高校を巡回し、中高生向けに福祉用具等を活用した介護教室を 

開催することで、仕事としての福祉・介護の中身を具体的に知ってもらうととも

に、介護の魅力の発信を図り、人材確保等につなげる。 

 

〔東予地区〕 

１１月 ９日（月） 今治市立南中学校 

 

〔中予地区〕 

１１月１１日（水） 伊予市立双海中学校 

１１月１２日（木） 松山市立南第二中学校 

１２月 ４日（金） 松山市立津田中学校 

 

〔南予地区〕 

１０月２９日（木） 愛媛県立川之石高等学校 

 

内 容 

・介護に関する講演 

・介護機器及び福祉車両の体験 

・高齢者疑似体験セットによる高齢者体験 

・高齢者用栄養補助食品等の試食体験 

・マッスルスーツによるデモンストレーション（中予：双海・南第二中のみ） 

・福祉抽選会（南予地区のみ） 等 
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平成27年度 子どものための福祉講座（青少年福祉の心醸成事業） 

実 施 要 綱 

 

１．目的 

 小・中・高校生に対して、福祉入門講座等を開催し、高齢者や障がいのある人々に関心を

持つ機会を提供し、人を思いやる豊かな心や想像力、また誰もが安心して暮らしていける地

域社会を創造する力を育むことを目的とする。 

 

２．実施主体 

 講座を希望する各学校からの依頼を受けて、大分県社会福祉介護研修センター（以下「研

修センター」という。）が実施する。 

 

３．実施場所 

 この事業は、研修センター及び各小・中・高等学校、公民館等で実施する。 

（※ただし、小・中・高等学校、公民館にて実施する場合は要相談とする。） 

 

４．対象者 

 この事業の対象者は、以下のとおりとする。 

 （１）県内の小学生・中学生・高校生 

 （２）事業内容により、その対象児童・生徒の保護者 

 

５．事業内容 

コース 半日コース １日コース 親子ふれあいコース 

時間 
１～３時間 

（午前または午後） 
３～６時間 

１～６時間 

（午前・午後・１日） 

実施回数 随 時（申込は12月末まで） 

人数 特に制限なし（要相談） 

内容 

・高齢者疑似体験 

・視覚障害者体験 

・車いす体験              この中から希望する 

・介護体験               体験を選択。 

・福祉用具展示場見学 

・認知症サポーター養成講座 

・手話体験          等 

 

６．事業の実施方法 

 日程調整が必要となるため、希望する場合は電話等により事前に、介護研修センター宛に

申し込むものとする。 
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７．各事業内容の詳細 

 各事業内容の詳細は、以下のとおりとする。 

 

事業内容 事業効果 

【高齢者疑似体験】 

疑似体験セットを使い、８０歳の高齢者

になりきって、日常行動（階段の昇降、

衣服の着脱等）を体験する。 

（実習費として１人２００円が必要） 

・高齢者の心と体の変化、特徴を体感することができる。 

・高齢者が日常生活で感じている不便さ等が理解でき、自

分たちにできる手助けを考えることができるようになる。 

【視覚障害者体験】 

アイマスクを装着して、介助者とともに

歩行体験を行う。 

・視覚障害者の気持ちを理解し、介助者の重要性、介助者

との信頼関係の大切さ等を学ぶ。 

・体験を通して点字ブロックの上に自転車を停めない等、

自分たちの日常生活における支援方法を考えることがで

きる。 

【車いす体験】 

車いすに乗ったり、介助者として操作し

ながら、スロープや段差などのコースを

体験する。 

・車いすの安全な操作方法を学習できる。 

・車いす利用者が感じている不便さ等を理解し、自分たち

にできる支援方法を考えることができる。 

【介護体験】 

体の動かし方（寝返り、起き上がり等）

を体験し、介護について学ぶ。 

・体への負担が軽くなる寝返り、起き上がり方法や、介護

予防について学習できる。 

【福祉用具展示場見学】 

高齢者や障がい者が使用する福祉用具等

を見学。 

・高齢者や障がい者が使用することで、不便さが解消した

り、自立に繋がる道具を見学することができる。 

【認知症サポーター養成講座】 

テキスト「認知症ってなぁに？」や寸劇

を通して、認知症に関する知識と理解を

深める。 

・認知症に関する正しい知識を身につけることができる。 

・受講後には認知症サポーターの証としてオレンジリング

を配布。 

・認知症サポーターとして、地域の認知症高齢者の見守り

や関係機関への連絡が円滑になり、安心して暮らせる地域

づくりに貢献できる。 

【手話体験】 

聴覚障害者の方の話を聞いたり、簡単に

できる手話を学習する。 

・本人の体験談などを聞くことで、聴覚障害者の気持ちや

抱えている問題等を理解できる。  

・簡単な手話を学習することで、日常生活においても積極

的かつ主体的に関わっていく気持ちが生まれる。 

※上記以外の内容を希望する場合は、要相談とする。 

※高齢者疑似体験は実習費として１人２００円の実費が生じるが、その他の事業は無料で実

施する。 
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「 １ １ 月 １ １ 日 」は、いい日いい日「 介 護 の 日 」です  

「 介 護 の 心 」シンポジウム  

～ 介護をする人、される人、そして見守る家族 ～  
【目 的】 
 介護福祉士の仕事は、「介護」を必要とされる一人ひとりの方が、心豊かに安心して暮らせるための生活援助

であり、そこには心ゆさぶる魅力と人との繋がりがあります。 
 この研修は、第１部として、学生の方をはじめ広く県民の皆様に有識者による「介護の心」をテーマとした

講演を提供し介護の必要性と魅力を知って頂き、第２部にて「介護が必要になっても、地域で暮らし続けるた

めの知恵と覚悟」と題し、現状を見据えた専門家による講義を行います。 
さらに第３部のシンポジウムにおいて、これから介護現場で働く学生、現役の介護従事者、介護施設管理者

により「介護現場」の夢と今について発表頂き、専門家も交え、介護をする人、される人、そして見守る家族、

介護業務従事者が充実した介護を行うための社会の構築と理解を目指し開催いたします。 
 
第１部 講義『わたしの名前は希望です』～いま、介護する人になって～ 

いのちに向き合う、その視点から古巣氏が皆様の心に語りかけます。 
第２部 講義『介護が必要になっても、地域で暮らし続けるための知恵と覚悟』 

高齢者やその介護者・施設を取り巻く現状や問題点を分かりやすく解説いたします。  
第３部 シンポジウム シンポジスト３名の発表 
       これから介護の現場に羽ばたこうとされている学生の方、介護現場で日々業務をされている介 

護福祉士の方、福祉事業所の管理者の方、それぞれの立場における思いを発表して頂いた上で、 
制度改正が介護の現場にもたらす影響を専門家の方を交え意見交換会を行います。 

 
 開催日時  平成２７年１１月１５日(日) 午前１０時００分から午後４時３０分まで （受付９：３０～） 

 

 会  場  宮崎シーガイア ワールドコンベンションセンター ３Ｆ 瑞洋 
       宮崎市山崎町浜山 ＴＥＬ（0985）21-1251 
 
参加対象  学生 介護職を就職希望の方 介護に興味・関心のある方 一般の方  々
 

定  員  ２００名 （お申込み先着順） 
 
締切り日  平成２７年１１月６日（金）必着 
 
参 加 費  無 料 
      平成２７年度「地域医療介護総合確保基金事業」として宮崎県より委託を受け開催致します。 

 
 申込方法  参加申込書にてお申し込み下さい。 
       ＊受講票の送付はありませんので、直接、開催会場へお越し下さい。 

＊定員に達し参加不可能な方にのみ文書にて「満席により参加不可」の通知をいたします。 
 

 昼  食  各自でご用意下さい。 
       ＊研修会場内でのみ、持参のお弁当を食べて頂く事が可能です。 
       ＊研修会場内には売店がありませんので、昼食は持参される事をお勧めいたします。 
 

 

宮崎県：参考資料１ 
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≪プログラム≫ 
時    間 内      容 

9：30～10：00 受    付 

10：00～11：30 

講義 『わたしの名前は希望です』～いま、介護する人になって～ 
 
講師 古巣 馨 氏  
長崎純心大学 人間心理学科 教授  カトリック司祭 

11：30～12：30 休    憩 

12：30～14：30 
講義 『介護が必要になっても、地域で暮らし続けるための知恵と覚悟』 
 

講師 久留 善武 氏  シルバーサービス振興会 企画部長 

14：30～14：45 休憩・会場設営 

シンポジスト発表 
14：45～15：30 
(各15分ほど) 
   
  

       
 

15：30～15：40 
（ 休 憩 ） 

 
 
 

15：40～16：30 
（ディスカッション） 

 
【シンポジウム】～～介護福祉士の思いと働く現状・施設管理の状況について～～ 
 
助 言 者    久留 善武 氏 シルバーサービス振興会 企画部長 
コーディネーター 黒木 茂夫 氏 特別養護老人ホーム皇寿園 施設長 

 
 
【シンポジスト発表】 
 
『キャリア段位制度に取り組んで』 
古川 樹美 氏  グループホーム にじの樹 管理者 
 
『日常業務と利用者への想いにはさまれて』  
伊勢 奈津美 氏 ちっちゃなお家 みづき 介護職員 
 
『私の目指す介護福祉士像』 
山口 沙織 氏  宮崎医療管理専門学校 介護福祉科 ２年 

16：30 終     了 
 
 
 
 
 
 

 

【申込・問合せ先】  一般社団法人 宮崎県介護福祉士会 

〒880-0007 宮崎市原町2番22号 宮崎県福祉総合センター 人材研修館内 

ＴＥＬ ０９８５-２２-３７１０  ＦＡＸ ０９８５-２２-３７１１ 

Ｅ-mail：kenkaifuku1993@rhythm.ocn.jp 

ＵＲＬ：http://www.miyakai.jp/ 

宮崎県：参考資料１ 
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福福祉祉のの仕仕事事・・出出前前講講座座  
  

福祉人材センター職員や介護福祉士、社会福祉士、保育士など福祉の職場で働く職員が講師と

なり、「福祉の仕事」の具体的な内容や必要となる資格、将来性などについて分かりやすくお話し

ます。また、仕事を選んだきっかけや仕事の楽しさ、面白さなどについて体験談をお話します。 

キャリア教育や職場体験、疑似体験等の事前学習、福祉分野への進学・就職といった進路選択

の情報を得る場等にご活用いただけます。 

 

 

対 象 宮崎県内の中学校・高等学校の生徒（全学年対象）       

開 催 時 期 随時受付 

開 催 形 態 クラス単位、学年単位、希望者を集めてなどご要望に応じます。 

内 容 （例） 

「「「福福福祉祉祉ののの仕仕仕事事事っっってててどどどんんんななな仕仕仕事事事？？？」」」   

・どんな種類があるの？ 

・どんな資格が必要なの？ 

・将来への展望は？ 給料は？ etc 

「「「福福福祉祉祉ののの職職職場場場ででで働働働くくく魅魅魅力力力」」」 

・どうして福祉の仕事を選んだの？ 

・どんな仕事をしているの？ 

・仕事のやりがいは？ 楽しさは？ etc 

 

※内容や時間など、ご要望に応じています。 

ご相談ください。 

費 用 無料 

         ※但し、セミナーの開催場所となる 

          会場の確保をお願いいたします。 

 

お申込み方法 「申込書」に記入の上、FAXにてご送信ください。 

 

おお申申込込みみ・・おお問問合合せせ先先  

〒880-8515  宮崎市原町 2-22  

県福祉総合センター人材研修館内 

社会福祉法人 宮崎県社会福祉協議会 宮崎県福祉人材センター 

Tel 0985-32-9740  Fax 0985-27-0877 

 

ふふ  
くく  しし  

みやざき犬使用許可第250288号 

 

  

  ※平成２６年度の出前講座の様子 
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【申込み先FAX番号】0985-27-0877 宮崎県社会福祉協議会 宮崎県福祉人材センター行き 

「福祉の仕事・出前講座」申込書 

平成  年  月  日 

学校名 
 

 

住所 

〒      － 

 

 

 

電話番号 
 

 

FAX番号 
 

 

E-mailアドレス 
 

 

ご担当者名 

 
職名           氏名 

 

 ご要望・ご質問等がありましたらご記入ください。 

 

 

 

 

【注意事項】 

講師の調整などがあるため、なるべく開催希望日の１ヶ月前までにお申し込みください。 

申込書を FAXで送信後、受信確認のため宮崎県社会福祉協議会宮崎県福祉人材センターまでお電話をお願いします。 

 

おおお問問問合合合せせせ及及及びびびおおお申申申込込込みみみ先先先   

社会福祉法人宮崎県社会福祉協議会 宮崎県福祉人材センター 

〒885-8515 宮崎市原町2-22 宮崎県福祉総合センター人材研修館１階 

℡0985-32-9740  Fax0985-27-0877 

 希望日時 参加学年 参加（予定）人数 開催場所 

第１希望 
月    日（ ） 

 ：  ～  ：  
年 名 

 

第2希望 
月    日（ ） 

 ：  ～  ：  
年 名 
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鹿児島県社会福祉協議会 福祉人材・研修センター社会福祉法人
〒890-8517　鹿児島市鴨池新町1番7号（県社会福祉センター内）

TEL.099-258-7888   FAX.099-250-9363

お申し込み・お問い合わせ先

平成27年度
介護の仕事チャレンジ事業

平成27年度
介護の仕事チャレンジ事業

学生、一般の方で福祉・介護分野へ就職を希望する方、
また、福祉・介護に関心のある方なら、どなたでも参加
できます。(小中高校生の参加も可、親子での参加も可 )

平成27年12月19日（土）午前10時～午後４時
※交通事情により、時間が変更になる場合があります。

※詳細は、参加決定書で
　お知らせします。集合場所  鹿児島中央駅西口　　集合時間  午前９時50分

■鹿児島コース■鹿児島コース

25名　※定員になり次第、締切

訪問施設

定　　員

申込締切
申込方法

12月 11日 ( 金 ) 必着
裏の申込書に必要事項を記入し、郵送・持参・FAXで提出してください。

【老人福祉施設】
社会福祉法人 喜入会 喜入の里（鹿児島市喜入前之浜町 )

【障害者支援施設】
社会福祉法人 常盤会 しろやまの風（鹿児島市下福元町 )

参加費
無料

ただし、集合場所までの交通費
及び昼食代（500円）は

各自負担

参
加
で
き
る
方

●参加者には、事前に参加決定書を送付します。
●参加者は、全員ボランティア行事用保険に加入していただきます。
　（県社協負担）

■その他

介護施設等
見学バスツアー
介護施設等
見学バスツアー
介護施設等
見学バスツアー
介護施設等
見学バスツアー

163

MTUKW
テキストボックス
鹿児島県：参考資料１




鹿児島県社会福祉協議会 福祉人材・研修センター社会福祉法人
〒890-8517　鹿児島市鴨池新町1番7号（県社会福祉センター内）

TEL.099-258-7888   FAX.099-250-9363

お申し込み先

介護施設等見学バスツアー参加申込書

申込締切 / 平成２７年１２月１１日(金)必着

社会福祉法人鹿児島県社会福祉協議会会長　様

鹿児島コース　平成２７年１２月１９日（土）
ふりがな 年　　代（○で囲む）

氏　　名

連 絡 先

※ご記入いただいた個人情報は、本事業の運営及び就職支援以外の目的には使用しません。
※参加申込書に必要事項を記入の上、持参または郵送・FAXで提出してください。

平成　　　年　　　月　　　日

10代・20代・30代

40代・50代・60代以上

ふりがな 年　　代（○で囲む）

氏　　名

自宅電話

携帯電話

〒

(親子で参加等の場合
記載してください。)

10代未満・10代・20代

30代・40代・50代

60代以上

※緊急に連絡を差し上げる場合
　もありますので、差し支えな
　ければ、携帯電話の番号もご
　記入ください。
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校区近隣の介護施設の介護職員が

学校を訪問します！
校区近隣の介護施設の介護職員が

学校を訪問します！
校区近隣の介護施設の介護職員が

学校を訪問します！
子どもたちの情操教育をお手伝い！

学校に出向いて子どもたちに
お話しします。

学校の経費の負担はありません。

年をとるとどうなるの？
認知症って？
介護のお仕事って？

鹿児島県社会福祉協議会 福祉人材・研修センター社会福祉法人
〒890-8517　鹿児島市鴨池新町1番7号（県社会福祉センター内）

TEL 099-258-7888  FAX 099-250-9363
E-mail： j inzai -gyo@kaken-shakyo.jp

お問い合わせ先

１0年後の社会の
キーワードは「介護」

今、なぜ介護なのか？
現在の小学生の祖父母は70歳代

まだまだ元気！
10年後の2025年は80歳代（要介護）
団塊世代がいっせいに要介護状態に！
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校区近隣の介護施設に
行ってみませんか？

学校の近くにあるけれど
行ったことがない...

施設利用者とふれあうことで
子どもたちの情操教育のお手伝いをします！

学校まで送迎いたします。

保護者も

ご一緒に

参加でき
ます。

鹿児島県社会福祉協議会 福祉人材・研修センター社会福祉法人
〒890-8517　鹿児島市鴨池新町1番7号（県社会福祉センター内）

TEL 099-258-7888  FAX 099-250-9363
E-mail： j inzai -gyo@kaken-shakyo.jp

お問い合わせ先

介護施設はどんなところ？

施設の中を
見学する

お年寄りの
生活を知る

介護職員の
仕事を学ぶ

施設の中を
見学する

お年寄りの
生活を知る

介護職員の
仕事を学ぶ
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